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このドキュメントの使用方法

このセクションでは、システムの最新のファームウェアとソフトウェア、ドキュメ
ントとフィードバック、およびドキュメント変更履歴の入手方法を説明します。

■ 7ページの「Sun Server X4-4モデル命名規則」
■ 7ページの「最新のファームウェアとソフトウェアの入手」
■ 8ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 8ページの「このドキュメントについて」
■ 8ページの「サポートとトレーニング」
■ 9ページの「寄稿者」
■ 9ページの「変更履歴」

Sun Server X4-4モデル命名規則
Sun Server X4-4という名前の意味は次のとおりです。

■ Xは、x86製品であることを意味します。
■ 最初の数字 4は、サーバーの世代を意味します。
■ 2番目の数字、4は、サーバー内のプロセッサソケットの数を意味します。

最新のファームウェアとソフトウェアの入手
各Oracle x86サーバー用のファームウェア、ドライバ、その他のハードウェア関連ソ
フトウェアは定期的に更新されます。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます。

■ Oracle System Assistant –これは、工場出荷時にインストールされる Sun Oracle x86
サーバー向けのオプションです。これには必要なすべてのツールとドライバが含
まれており、内蔵USBフラッシュスティック上にあります。

■ My Oracle Support –これは http://support.oracle.comにあるOracleサポートの
Webサイトです。

■ 物理メディアのリクエスト – My Oracle Supportから入手可能なダウンロード
(パッチ)を含むDVDをリクエストできます。サポートWebサイト上の「問合
せ」リンクを使用してください。

7

http://support.oracle.com


ドキュメントとフィードバック

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Sun Server X4-4 http://www.oracle.com/goto/X4-4/docs

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)。『プ
ロダクトノート』にリストされている、サ
ポートされているOracle ILOMのバージョンに
ついては、このドキュメントを参照してくださ
い。

http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs

Oracle Hardware Management Pack。『プロダクト
ノート』にリストされている、サポートされて
いるOracle HMPのバージョンについては、この
ドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ohmp

このドキュメントについてのフィードバックは http://www.oracle.com/goto/

docfeedbackからお寄せください。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で入手できます。情報はト
ピックに基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

サポートとトレーニング
次のWebサイトに追加のリソースがあります。

■ サポート: http://support.oracle.com
■ トレーニング: http://education.oracle.com

Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通して電子サポートにアクセスできます。詳
細については、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたは聴
覚に障害をお持ちの場合は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs

を参照してください。

ドキュメントとフィードバック
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寄稿者
主な執筆者: Ralph Woodley、Ray Angelo、Cynthia Chin-Lee、Mark
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変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。
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変更履歴
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設置手順の概要

このドキュメントでは、最初の電源投入とオペレーティングシステムインストール
までのOracleの Sun Server X4-4の初期セットアップと構成について説明します。

次の表は、サーバーを正しく設置するためのタスクを示しています。

手順 説明 リンク

1 プロダクトノートでサーバーの最新の情報
について確認します。

http://www.oracle.com/goto/X4-4/docsに
ある『Sun Server X4-4プロダクトノート』

2 サーバーのサイト要件、仕様、およびコン
ポーネントを確認し、注文したすべての品
目が揃っていることを確認し、ESDや安全
対策について確認し、必要なツールや装置
を集めます。

25ページの「サーバーの設置準備」

3 サーバーの機能を確認します。 13ページの「サーバーの機能とコン
ポーネント」

4 別途出荷されたオプションのコンポーネン
トを取り付けます。

30ページの「オプションのコンポーネン
トの取り付け」

5 サーバーをラックに取り付けます。 31ページの「サーバーのラックへの設
置」

6 データケーブルと電源コードをサーバーに
接続します。

47ページの「サーバーの配線」

7 Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)
に接続します。

51ページの「Oracle ILOMへの接続」

8 (推奨) Oracle System Assistantを使用してシ
ステムのソフトウェアとファームウェアを
設定します。

69ページの「Oracle System Assistantを使用
したソフトウェアおよびファームウェアの
設定」
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手順 説明 リンク

9 購入した場合は、出荷時にインストール済
みのオペレーティングシステムまたは仮想
マシンソフトウェアオプションを構成しま
す。

■ 103ページの「インストール済み
Oracle Solaris OSの構成」

■ 111ページの「インストール済みの
Oracle Linux OSの構成」

■ 117ページの「インストール済みの
Oracle VMソフトウェアの構成」

10 出荷時にインストール済みのオペ
レーティングシステムまたは仮想マシンソ
フトウェアオプションを購入しなかった場
合は、サポートされているオペレーティン
グシステムまたは仮想マシンソフトウェア
製品をインストールします。

■ 『Sun Server X4-4 Oracle Solarisオペ
レーティングシステムインストールガ
イド』

■ 『Sun Server X4-4 Linuxオペレーティン
グシステムインストールガイド』

■ 『Sun Server X4-4 Oracle VMインス
トールガイド』

■ 『Sun Server X4-4 Microsoft Windowsオ
ペレーティングシステムインストール
ガイド』

■ 『Sun Server X4-4 VMware ESXiインス
トールガイド』

11 サーバーファームウェアおよびソフト
ウェアの更新を入手する手順を確認しま
す。

123ページの「サーバーファームウェアと
ソフトウェアの入手」

12 システムの電源を制御する手順を確認しま
す。

133ページの「システム電源の制御と BIOS
メッセージの表示」

13 必要な場合は、インストールの問題をトラ
ブルシューティングします。

145ページの「インストールの問題のトラ
ブルシューティング」

設置手順の概要
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サーバーの機能とコンポーネント

このセクションでは、Oracleの Sun Server X4-4ハードウェアについて説明します。次
の表に示すトピックが含まれています。

説明 リンク

サーバーのフロントパネルおよびバックパネル
にあるステータスインジケータ、コネクタ、お
よびストレージドライブの場所を確認します。

■ 13ページの「フロントパネルの機能」
■ 15ページの「バックパネルの機能」

サーバーの機能とコンポーネントを確認しま
す。

16ページの「サーバーがサポートする部品」

サーバー管理ソフトウェアを確認します。 18ページの「サーバーの管理」

フロントパネルの機能
次の図で Sun Server X4-4のフロントパネルを示し、そのコンポーネントについて説明
しています。
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吹き出し
番号 説明

1 ロケータインジケータ/ボタン:白色

2 保守要求インジケータ:オレンジ色

3 電源/OKインジケータ:緑色

4 電源ボタン

5 SP OK/障害インジケータ:緑色/オレンジ色

6 ファンモジュール (FAN)、プロセッサ (CPU)、およびメモリーの保守要求インジケータ
(3):オレンジ色

7 電源装置 (PS)の障害 (保守要求)インジケータ:オレンジ色

8 過熱警告インジケータ:オレンジ色

9 USB 2.0ポート (2)

10 DB-15ビデオポート

11 SATA DVDドライブ (オプション)

12 - 17 ストレージドライブスロット 0 - 5 (下から上)

フロントパネルの機能

Sun Server X4-4設置ガイド • 2014年 4月14



バックパネルの機能
次の図で Sun Server X4-4のバックパネルを示し、そのコンポーネントについて説明し
ています。

吹き出し
番号 説明

1 電源ユニット (PSU) 0インジケータパネル

2 PSU 0 AC差し込み口

3 PSU 1インジケータパネル

4 PSU 1 AC差し込み口

5 システムステータスインジケータパネル

6 PCIeカードスロット 1 - 6

7 ネットワーク (NET) 10 GbEポート: NET0–NET3

8 USB 2.0ポート (2)

9 PCIeカードスロット 7 - 11

10 サービスプロセッサ (SP)ネットワーク管理 (NET MGT)ポート

11 シリアル管理 (SER MGT)/RJ-45シリアルポート

12 DB-15ビデオポート

バックパネルの機能
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サーバーがサポートする部品
このセクションでは、Sun Server X4-4でサポートされる部品について説明します。

コンポーネント Sun Server X4-4

プロセッサ (CPU) Intel Xeon® E7-8895 v2 15コア 2.8 GHzプロセッサ。

サポートされている構成:
■ ソケット 0および 1に取り付けられた 2つのプロセッサ。
■ ソケット 0から 3に取り付けられた 4つのプロセッサ。

CPUの仕様に関する最新の情報については、Sun x86サーバーのWebサイト
にアクセスし、Sun Server X4-4のページを参照してください。

http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/sun-x86/overview/index.html

メモリー サーバーシャーシには、最大 8つのメモリーライザーモジュール (各CPUに
対して 2つのライザー)を搭載できます。各ライザーモジュールは、最大 12
枚のDDR3-1600レジスタ付き ECC低電圧またはロードリデューストDIMM
をサポートし、プロセッサあたり最大 24枚のDIMMが可能です。取り付け
られたDIMMは同じ種類で同じサイズである必要があります。
■ 4つのライザーモジュールを使用する 2 CPUシステム。最小構成では、各
ライザーには 4枚のDIMM (8Gバイト LV RDIMM、16Gバイト LV
RDIMM、または 32Gバイト LV LRDIMM)が装着されます。追加のDIMM
は、システムメモリーが最大 1.5Tバイトになるまで追加できます。

■ 8つのライザーモジュールを使用する 4 CPUシステム。最小構成では、各
ライザーには 4枚のDIMM (8Gバイト LV RDIMM、16Gバイト LV
RDIMM、または 32Gバイト LV LRDIMM)が装着されます。追加のDIMM
は、システムメモリーが最大 3Tバイトになるまで追加できます。

サーバーがサポートする部品
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コンポーネント Sun Server X4-4

ストレージデバイ
ス

内部ストレージの場合、サーバーシャーシに次のハードウェアを搭載できま
す。
■ フロントパネルから接続できる 2.5インチドライブベイ (6個)。すべての
ベイには、SAS-2 HDDまたは SATA-3 SSDを装着できます。

■ サーバーの前面のドライブベイの下に設置される、オプションの
DVD+/-RWドライブ。この SATA DVDドライブはUSB-SATAブリッジに
接続されるため、このドライブはシステムではUSBストレージデバイス
と見なされます。

■ SAS-2 HBA PCIeカードオプション:

■ Sun Storage 6 Gb SAS PCIe HBA。RAIDレベル 0、1、10をサポートし
ます。

■ Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA。バッテリバックアップ式ライト
キャッシュ (BBWC)を搭載したRAIDレベル
0、1、1E、10、5、5EE、6をサポートします。

USB 2.0ポート ■ システムの前面に 2つのポート、および背面に 2つ。

■ マザーボードに 2つの内蔵ポート。1つのポートは、オプションの出荷時
にインストール済みのOracle System Assistant (OSA)スティック
(サーバーを構成するために使用するブート可能なデバイス)を保持しま
す。2つ目のポートでは、システムブート用のUSBフラッシュデバイス
を保持できます。

VGAポート 2つの高密度DB-15ビデオポートが使用可能です。システムの前面に 1
つ、背面に 1つあります。サーバーには、最大 1600 x 1200 x 16ビット@ 60Hz
(Oracle ILOMリモートコンソールプラスRKVMSを使用してリモートで表示
した場合は 1024 x 768)の解像度をサポートする、8MバイトのVGA 2Dグラ
フィックコントローラが組み込まれています。

注 –バックパネルで使用できるVGAポートは、モニター認識用のVESAデバ
イスデータチャネルをサポートしています。

PCI Express 3.0 I/O
スロット

ロープロファイルの PCIeカードを格納するための PCI Express 3.0スロット (11
個)。SAS HBAカードを含む構成では、HBAカードはスロット 2に取り付けら
れます。すべてのスロットは x8 PCIe接続をサポートします。2つのスロット
には、x16 PCIeカードを取り付けることもできます。
■ スロット 1から 7、 9、および 10: x8コネクタ
■ スロット 8および 11: x8または x16コネクタ

注 – PCIeスロット 7から 11は、4 CPUシステムでのみ機能します。

PCI Express I/O
カード

お客様が注文できる I/Oカードの一覧については、Sun x86サーバーのWebサ
イトにアクセスし、Sun Server X4-4サーバーのページを参照してください。

http://www.oracle.com/

technetwork/server-storage/sun-x86/overview/index.html

サーバーがサポートする部品
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コンポーネント Sun Server X4-4

Ethernetポート バックパネルの 4つの 10 GbE RJ-45 Ethernetポート。

サービスプロ
セッサ

ドーターボードにマウントされた Emulex Pilot 3ベースボード管理コント
ローラ (BMC)を含みます。

業界標準の IPMI機能セットをサポートします。

IPを介したKVMS、USB、DVD、CD、フロッピー、および ISOイメージのリ
モート制御をサポートします。

シリアルポートを含みます。

専用のRJ-45ギガビット Ethernet (10/100/1000)管理ポートおよびオプションで
ホストの 10 GbEポート (サイドバンド管理)のいずれかを使用して、SPへの
Ethernetアクセスをサポートしています。

電源装置 2つの 1030/2060ワットAC入力オートレンジのホットスワップ対応の電源装
置。

注 – 2 CPUシステムは、低電圧線 100 - 127 VACまたは高電圧線 200 - 240 VAC
電源で動作できます。4 CPUシステムは、高電圧線 200 - 240 VAC電源でのみ
動作できます。

冷却ファン シャーシの前面 (最上部)のホットスワップが可能な冗長ファン (6つ)。電源
装置ごとの冗長ファン。

管理ソフトウェア 使用できるオプションには、次のものがあります。
■ サービスプロセッサ上のOracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)。

■ オプションの内蔵USBフラッシュドライブ上のOracle System Assistant
(OSA)。

■ オプションのOSA内蔵USBフラッシュドライブ上のOracle Hardware
Management Pack。

■ Oracleサイトからダウンロード可能な、Oracle Enterprise Management Ops
Center。

サーバーの管理
サーバーの設置後は、状況に応じてさまざまなシステム管理のオプションがありま
す。

多数のサーバーの管理。

さまざまなシステム管理ツールを使用してサーバーを管理できます。システム管理
ツールの詳細については、次を参照してください。

http://www.oracle.com/goto/system-management

次は、複数システム用のいくつかのシステム管理ツールの概要です。

サーバーの管理
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■ 単一のインタフェースからサーバーを管理し、ファームウェア、オペレーティン
グシステム、またはオペレーティングシステムの更新を複数のサーバーにプロビ
ジョニングする場合は、Oracle Enterprise Manager Ops Centerを使用できます。詳
細については、次を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/oem/ops-center/index.html

■ エンタープライズサーバーをモニターする場合は、Sun Management Centerを利用
できます。詳細については、次を参照してください。

http://www.oracle.com/

technetwork/systems/patches/sysmgmt/smc-jsp-138444.html

■ すでにサードパーティーのシステム管理ツールがある場合は、サーバーを多数の
サードパーティーツールに組み込むことができます。詳細については、次を参照
してください。

http://www.oracle.com/goto/system-management

単一のサーバーの管理。

次のセクションでは、単一サーバーの管理ツールについて説明します。

■ 19ページの「Oracle System Assistant」
■ 20ページの「Oracle ILOM」
■ 21ページの「Oracle Hardware Management Pack」
■ 22ページの「UEFI BIOS」

Oracle System Assistant
Oracle System Assistantアプリケーションは、Oracle x86サーバーの初期
サーバーセットアップおよび保守を行うためのタスクベースのサーバープロビ
ジョニングツールです。Oracle System Assistantを使用すると、サポートされている
Oracle Solaris、Oracle VM、Linux、またはWindowsオペレーティングシステムのイン
ストール、サーバーの最新ソフトウェアリリースへの更新、サーバーハードウェア
の構成を行うことができます。Oracle System Assistantは、サーバーを購入するときに
利用できる、出荷時にインストール済みのオプションです。サーバーにOracle
System Assistantが組み込まれている場合は、内蔵USBフラッシュドライブ上にあり
ます。

製品の初回リリースでは、Sun Server X4-4はOracle System Assistantバージョン 1.2.1を
サポートします。

Oracle System Assistantの詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』を参照してください。

次の図は、Oracle System Assistantのシステムのメイン画面の例を示しています。

Oracle System Assistant
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Oracle ILOM
Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)は、サーバーのサービスプロセッサ (SP)に
接続するための組み込みの機能です。製品の初回リリースでは、Sun Server X4-4は
Oracle ILOMバージョン 3.2.2をサポートします。

Oracle ILOMソフトウェアはサービスプロセッサ上に存在します。サーバーコン
ポーネントのモニターや管理を行うには、Oracle ILOMを使用します。Oracle ILOM
の機能を次に示します。

■ ネットワーク情報の構成
■ SPのハードウェア構成の表示と編集
■ 重要なシステム情報のモニタリングと記録されたイベントの表示
■ Oracle ILOMユーザーアカウントの管理

Oracle ILOMには、次のいずれかの方法でアクセスできます。

■ リモート Ethernet接続を使用する
■ ローカルシリアル接続を使用する

■ Oracle ILOMには、Webインタフェースとコマンド行インタフェース (CLI)の両方
が用意されています

Oracle ILOMにログインしたときのWebインタフェースの例を次の図に示します。

Oracle ILOM
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詳細は、次を参照してください。

■ 54ページの「リモート Ethernet接続を使用したOracle ILOMへのログイン」
■ 53ページの「ローカルのシリアル接続を使用したOracle ILOMへのログイン」

Oracle Hardware Management Pack
Oracle Hardware Management Packは、Oracleサーバーの管理および構成に役立つ
ツールを提供します。製品の初回リリースでは、Sun Server X4-4はOracle Hardware
Management Packバージョン 2.2.8をサポートします。

Hardware Management Packにより、コマンド行ツールを使用して次のことを実行でき
ます。

■ オペレーティングシステムレベルで管理エージェントを使用すると、簡易ネット
ワーク管理プロトコル (SNMP)を介したOracleハードウェアの帯域内モニタリン
グが可能になります。この情報を使用して、Oracleサーバーをデータセンター管
理インフラストラクチャーに統合できます。

■ サーバー上で BIOS、UEFI BIOS、RAIDボリューム、およびOracle Integrated Lights
Out Manager (ILOM)サービスプロセッサを構成します。

■ サーバーコンポーネントのファームウェアをアップグレードします。
■ ハードウェア構成情報とOracleサーバーのステータスを表示します。

Oracle Hardware Management Pack
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■ ホストと ILOMの相互接続を介して SNMPトラップをOracle ILOMサービスプロ
セッサから転送する ILOMトラッププロキシを構成します。

■ Oracle Solarisオペレーティングシステムを実行しているサポート対象の
サーバーでゾーニングを構成します。

■ IPMItoolを使用して、IPMIプロトコルを使用してサーバーサービスプロセッサに
アクセスし、管理タスクを実行します。

Oracle Hardware Management Packの詳細については、次を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp

UEFI BIOS
Sun Server X4-4には、Unified Extensible Firmware Interface (UEFI)準拠の BIOSが組み込
まれており、旧バージョンの BIOSに比べて豊富なブートオプションとアダプタ
カードの構成機能を備えています。

レガシー BIOSとUEFI BIOSの 2つのブートモードを BIOSに使用できます (下の表で
説明)。UEFI BIOSは、いずれかのブートモードをサポートするように構成できま
す。ただし、一部のデバイスとオペレーティングシステムはまだUEFI BIOSをサ
ポートしておらず、レガシー BIOSブートモード用に構成されたサーバーでしか
ブートできません。

ブートモードは BIOS設定ユーティリティーで変更できます。新しいモードは、BIOS
設定ユーティリティーで適切に選択してから、「Save Changes and Reset」を実行した
あとで構成されます。そのあと、サポートされているオペレーティングシステムで
ブート候補 (ディスクドライブなど)を構成できます。

注 –ブートモードを変更すると、サーバーが前のモードのときに構成されたブート候
補 (ディスクドライブなど)は使用できなくなることに注意してください。これらを
使用可能にする唯一の方法は、前のブートモードに戻すか、新しいブートモードで
再構成することです (すべてのデータが消去されることがあります)。

ブートモードを変更する前に、スイッチバックする場合に備えてOracle ILOM BIOS
のバックアップおよびリストア機能を使用して、前の構成を保存してください。

UEFI BIOS
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ブートモード 説明

レガシー BIOSブートモード レガシー BIOSブートモードは、BIOS設定ユーティリティーの
デフォルトの設定です。ホストバスアダプタ (HBA)によるアダ
プタオプションROMの使用を許可するには、レガシー BIOS
ブートモードを選択します。ソフトウェアまたはアダプタに
UEFIドライバが付属していない場合、またはシステムがオプ
ションROMを使用している場合は、レガシー BIOSブート
モードを選択します。

レガシー BIOSブートモードでは、レガシー BIOSブートモード
をサポートするブート候補のみが BIOS設定ユーティリティーの
画面の「Boot Options Priority」リストに一覧表示されます。

注 –ブートモードを選択し、オペレーティングシステムをインス
トールしたあとは、サーバーをリブートして BIOSの別のブート
モードを選択しても、OSはアクセス不可能になり、使用できま
せん。OSをブートするには、前のブートモード設定に戻す必要
があります。

UEFI BIOS
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ブートモード 説明

UEFI BIOSブートモード ソフトウェアおよびアダプタにUEFIドライバが付属している場
合は、BIOS設定ユーティリティーからUEFIドライバを使用す
るUEFI BIOSブートモードを選択します。選択を行う手順につ
いては、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド (http://
www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』を参照してくださ
い。

UEFI BIOSブートモードでは、UEFI BIOSブートモードをサ
ポートするブート候補のみが BIOS設定ユーティリティーの画面
の「Boot Options Priority」リストに一覧表示されます。

現時点で、UEFI BIOSブートモードをサポートしているの
は、Sun Server X4-4用にサポートされている次のオペレーティン
グシステムです。
■ Oracle Solaris 11.1以降
■ Oracle Linux 6.5
■ Red Hat Enterprise Linux 6.5
■ SUSE Linux Enterprise Server 11 SP3
■ Microsoft Windows Server 2008 R2 SP1およびMicrosoft

Windows Server 2012

その他のすべてのオペレーティングシステム (出荷時にインス
トール済みのOSイメージを含む)は、レガシー BIOSブート
モードを使用する必要があります。

最新のリストについては、http://www.oracle.com/goto/x4-4/

docsにある『Sun Server X4-4プロダクトノート』を参照してくだ
さい。

注 –ブートモードを選択し、オペレーティングシステムをインス
トールしたあとは、サーバーをリブートして BIOSの別のブート
モードを選択しても、OSはアクセス不可能になり、使用できま
せん。OSをブートするには、前のブートモード設定に戻す必要
があります。

関連項目

■ UEFI BIOSの詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド (http://
www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』を参照してください。

■ Oracle ILOMについては、http://www.oracle.com/goto/ILOM/docsにある、サ
ポートされているOracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)のバージョンのド
キュメントを参照してください。

UEFI BIOS
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サーバーの設置準備

このセクションでは、サーバーをラックに設置する前に把握しておく必要のある情
報について説明します。次の表に示すトピックが含まれています。

説明 リンク

サーバーの物理、電気、および環境仕様を確認
します。

25ページの「サーバーの仕様」

ラックマウントサーバーの通気や冷却の要件を
確認します。

27ページの「通気のガイドライン」

サーバーの梱包を解き、出荷キットの内容を確
認します。

28ページの「出荷梱包インベントリ」

設置に必要な道具を組み立てます。 29ページの「必要な工具および機器」

ESDに関する要件を確認し、安全対策を施しま
す。

29ページの「静電気放電に関する注意事項」

オプションのコンポーネントがあれば、それら
をサーバーに取り付けます。

30ページの「オプションのコンポーネントの取
り付け」

サーバーの仕様
このセクションでは、システムの物理、電気、および環境の仕様について説明しま
す。

物理仕様

次の表に、Sun Server X4-4の物理仕様の一覧を示します。

パラメータ 値

高さ 129.9 mm (5.1インチ)

幅 436.5 mm (17.2インチ)
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パラメータ 値

奥行き 732 mm (28.8インチ)

752.35 mm (29.6インチ) (PSUイジェクタを含む)

重量 40 kg (88ポンド)

電気仕様

次の表に、Sun Server X4-4の電気仕様の一覧を示します。

注 –消費電力の最新情報については、Sun x86サーバーのWebサイトにアクセス
し、Sun Server X4-4のページ (http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/
sun-x86/overview/index.html)を参照してください。

パラメータ 値

公称入力周波数 50/60 Hz

動作入力電圧範囲 100-127 VAC (2 CPU構成)

200-240 VAC (2または 4 CPU構成)

定格入力電流 100-127 VAC 12A

200-240 VAC 10A

最大消費電力 2000W

最大熱出力 6824 BTU/時

環境要件

次の表に、Sun Server X4-4の環境要件を一覧表示します。

パラメータ 値

動作温度 (単一のラック以外のシステム) 海抜ゼロで 5° C - 35° C (41° F - 95° F)

海抜ゼロで 5° C - 31° C (41° F - 88° F)

非動作時温度 (単一のラック以外のシステム) -40° C - 68° C (-40° F - 154° F)

動作湿度 (単一のラック以外のシステム) 10 - 90%の相対湿度、結露なし

非動作時湿度 (単一のラック以外のシステム) 最大 93%の相対湿度、結露なし

サーバーの仕様
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パラメータ 値

動作高度 (単一のラック以外のシステム) 最高 3,000 m (9,840フィート)、高度 900 m以上で
は 300 m上昇するたびに最高周囲温度が摂氏 1
度低下。最大高度 2000 mへの設置が規制されて
いる中国市場を除く。

非動作時高度 (単一のラック以外のシステム) 0 m - 12,000 m (0フィート - 40,000フィート)

騒音 LwAd: 8.9 B (アイドル時および動作中、室
温)、8.9 B (最大周囲)、LpAm: 75 dBA (傍観者の
位置、最大周囲)

通気のガイドライン
Sun Server X4-4のようなラックマウント可能なサーバーや装置は通常、ラックの前面
から冷たい空気を取り込み、ラックの背面から暖かい空気を排出します。冷却は前
面から背面へ行うため、左右の側面に関するエアフロー要件はありません。

エアコン設備は通常、コンピュータルーム全体の温度や湿度を厳密にモニターおよ
び制御するわけではありません。一般に、ルーム内のメインユニットやその他のユ
ニットの複数の排気口に対応する個々のポイントで、モニタリングが行われます。

床下通気を使用する際には、特に湿度に注意を払うべきです。床下通気を使用する
場合、各排気口に近いポイントごとに、モニタリングが行われます。部屋全体の温
度や湿度の分布は均一ではありません。

Sun Server X4-4は、自然対流のエアフロー内に設置された場合に機能するように設計
されています。環境仕様を満たせるように、次の要件に従う必要があります。

■ システム内に十分なエアフローがあることを確認します。
■ 吸気口がシステムの前面に、排気口がシステムの背面に存在していることを確認
します。

■ システムの前面に 1,232 mm (48.5インチ)以上、背面に 914 mm (36インチ)以上の
通気用の隙間を確保します。

■ シャーシの通気が妨げられていないことを確認してください。正常な動作条件で
は、サーバーは合計 100 CFMの通気を達成できる内蔵送風機を使用します。

■ サーバーを通過する空気の温度は 20°C (68°F)を超えないようにしてください。
■ 空気が、サーバーの前面から吸気され、背面から排気されることを確認してくだ
さい。

■ サーバーの吸気および排気の両方に使用されるキャビネットドアなどの通気口が
塞がれていないことを確認してください。

たとえば、Oracleの Sun Rack IIは冷却に最適化されています。前面ドアと背面ド
アの穿孔はどちらも 80%なので、ラック内で高レベルのエアフローを実現できま
す。

通気のガイドライン

27



■ サーバーを取り付ける際は、サーバー正面に 1インチ (2.5 mm)以上、サーバーの
背面に 3.15インチ (80 mm)以上のスペースが必要です。
これらのスペースの値は、ここに示す吸気および排気のインピーダンス (使用可
能な開口部)に基づいたもので、開口部が吸気および排気面に均一に分散してい
ると仮定しています。これらの値により冷却パフォーマンスも向上します。

注 –キャビネットドアやドアからサーバーまでのスペースなど、吸気および排気
に関する制限の組み合わせは、サーバーの冷却パフォーマンスに影響を与える可
能性があります。これらの制限を評価する必要があります。サーバーの配置は高
温の環境で特に重要です。

■ ラックまたはキャビネット内で排気が再循環しないように考慮してください。
■ サーバーの排気口の妨げにならないように、ケーブルをまとめてください。

出荷梱包インベントリ
出荷用梱包箱を検査して、物理的な損傷がないかどうかを確認してください。出荷
用梱包箱に損傷がある場合は、開梱の際に運送業者の立ち会いを要請してくださ
い。業者が検査できるように、箱の中身と梱包材はすべて保管しておいてくださ
い。

Sun Server X4-4に通常同梱されているアイテムは次のとおりです。

吹き出し
番号 説明

1 サーバー

2 ケーブル管理部品

3 ラックマウントキット

出荷梱包インベントリ

Sun Server X4-4設置ガイド • 2014年 4月28



吹き出し
番号 説明

4 静電気防止用リストストラップ

5 RJ-45からDB-9へのクロスアダプタ

6 印刷版ドキュメント

7 AC電源コード 2本

必要なサーバーコンポーネントとほとんどのオプションは出荷時に取り付けられて
います。ただし、一部の注文オプションは別にパッケージ化される場合がありま
す。可能な場合は、サーバーをラックに設置する前にオプションのコンポーネント
を取り付けます。サーバーのオプションの取り付け手順については、30ページ
の「オプションのコンポーネントの取り付け」を参照してください。

必要な工具および機器
システムを設置するには、次の工具が必要です。

■ プラスドライバ (2番)
■ ESDマットおよび接地ストラップ

また、次のいずれかのようなシステムコンソールデバイスも必要です。

■ ワークステーション
■ ASCII端末
■ 端末サーバー
■ 端末サーバーに接続されたパッチパネル

静電気放電に関する注意事項
電子機器は、静電気により損傷する可能性があります。サーバーの設置または
サービス時は、接地された静電気防止リストストラップ、フットストラップ、また
は同様の安全器具を使用して、静電気による損傷 (ESD)を防止します。

注意 –装置の損傷。電子部品が静電気によって損傷すると、システムが永久に使用で
きなくなるか、公認の保守技術者による修復が必要になることがあります。電子部
品を静電気による損傷から保護するため、静電気防止用マット、静電気防止袋、使
い捨て静電気防止用マットなどの静電気防止面に部品を置いてください。システム
コンポーネントを取り扱うときは、シャーシの金属面に接続された静電防止用の接
地ストラップを着用してください。

静電気放電に関する注意事項
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オプションのコンポーネントの取り付け
標準のシステムコンポーネントは工場で取り付けられています。標準構成とは別に
購入したオプションのコンポーネントは、個別に出荷され、ほとんどの場
合、サーバーをラックに設置する前に取り付ける必要があります。

次のオプションのコンポーネントを注文および別途購入できます。

■ PCIeカード
■ DDR3 DIMMメモリーキット
■ ストレージドライブ
■ ソフトウェアメディア

顧客が取り付け可能なコンポーネントを注文した場合は、サーバーの上部カバーに
ある保守ラベルまたは『Sun Server X4-4サービスマニュアル』のコンポーネントの取
り外しおよび交換手順を参照してください。

サポートされるコンポーネントとそのパーツ番号は、将来通知なしに変更される可
能性があります。最新の一覧については、次を参照してください。

https://support.oracle.com/handbook_private/

注 –このサイトにアクセスするには、Oracle Webアカウントが必要です。

サーバーの名前とモデルをクリックします。表示されるサーバーの製品ページ
で、「Full Components List」をクリックしてサポートされているコンポーネントのリ
ストを表示します。

オプションのコンポーネントの取り付け
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サーバーのラックへの設置

このセクションでは、ラックマウントキットのレール構成部品を使用し
て、サーバーをラック内に取り付ける方法について説明します。レール構成部品を
購入した場合は、この手順を実行します。

注 –このガイドでは、用語「ラック」とはオープンラックまたはクローズキャビ
ネットを意味します。

説明 リンク

安全上の注意事項を確認します。 31ページの「安全のための注意事項」

ラックの互換性要件を確認します。 32ページの「ラックの互換性」

サーバーに固定部品を取り付けます。 33ページの「固定部品の取り付け」

工具不要のスライドレール構成部品をラックに
取り付けます。

34ページの「スライドレール構成部品の取り付
け」

サーバーをスライドレール構成部品に取り付け
ます。

37ページの「スライドレール構成部品への
サーバーの取り付け」

(オプション)サーバーケーブルを引き回すため
のケーブル管理アームを装着します。

40ページの「ケーブル管理アームの取り付け」

スライドレールとケーブル管理アームが正しく
機能することを確認します。

45ページの「スライドレールとCMAの動作の
確認」

安全のための注意事項
このセクションでは、サーバーをラックに設置する際に従う必要のある安全上の注
意事項について説明します。

注意 –機器の損傷や、作業者の負傷。上方が重くなり転倒することがないように、機
器は必ずラックの最下段から上へ順次搭載してください。機器の設置中にラックが
倒れないように、ラックの転倒防止バーを配備してください。
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注意 –動作時周辺温度の上昇。密閉されたラックアセンブリまたはマルチユニットの
ラックアセンブリにサーバーを設置している場合、ラック環境の動作時周辺温度が
室内の周辺温度より高くなる場合があります。したがって、サーバーに対して指定
されている最大周辺温度 (Tma)に適した環境に装置を設置することを検討するよう
にしてください。サーバーの環境要件については、26ページの「環境要件」を参照
してください。

注意 –通気の減少。装置をラック内に設置する際に、装置の安全な動作に必要な通気
が妨げられないようにしてください。

注意 –機器の損傷や、作業者の負傷。ラックに機器を取り付ける場合、機械的加重が
不均一なために危険な状態にならないようにする必要があります。

注意 –回路の過電流。電源回路への装置の接続、および回路の過負荷によって発生す
る可能性のある過電流対策や電源配線についても考慮するようにしてください。こ
れについて対処するときは、装置のネームプレートに表示された定格電力に従った
配慮が必要です。

注意 –作業者の負傷。ラック取付け式機器の信頼できる接地を維持する必要がありま
す。直接接続以外の分岐回路への電源接続 (テーブルタップの使用など)の場合
は、特に注意を払うようにしてください。

注意 –装置の損傷。スライドレールに搭載した機器を棚または作業スペースとして使
用しないでください。

ラックの互換性
使用するラックがオプションのスライドレールおよびケーブル管理アーム (CMA)と
互換性があることを確認します。オプションのスライドレールは、次の表に示す仕
様を満たすさまざまな標準ラックに対応しています。

ラックの互換性
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項目 要件

構造 前後左右で固定する形式の 4ポストラック。2ポ
ストラックは互換性がありません。

ラック水平方向の開口部とユニットの縦方向の
ピッチ

ANSI/EIA 310-D-1992または IEC 60927規格に適
合すること。M6または 9.5平方ミリメートルの
ネジ穴だけがサポートされています。

前側取り付け面と後ろ側取り付け面の距離 610から 915 mm (24から 36インチ)。

前側取り付け面の前面の隙間 キャビネット前面ドアまでの距離が 25.4 mm (1
インチ)以上あること。

前側取り付け面の背後の隙間 ケーブル管理アームを使用する場合は、キャビ
ネット後面ドアまで 900 mm (35.5インチ)以上の
間隔があり、ケーブル管理アームを使用しない
場合は 770 mm (30.4インチ)以上あります。

前方取り付け面と後方取り付け面の間の空間の
幅

構造的支柱とケーブルの溝の距離が 456 mm (18
インチ)以上であること。

サーバーの寸法 奥行き: (PSUイジェクタを含まない長さ): 732
mm (28.8インチ)。

幅: (耳を含まない長さ): 436.5 mm (17.2インチ)。

高さ: 129.9 mm (5.1インチ)。

▼ 固定部品の取り付け
固定部品をサーバーの側面に取り付けるには、次の手順に従います。

スライドレールロックがサーバーの前面に来て、固定部品の 5つの鍵穴の開口部が
シャーシの側面にある 5つの位置決め用ピンとちょうど合うように、シャーシに対
して固定部品を位置合わせします。

注 –固定部品はすべて同一で、シャーシのどちら側にも取り付けることができます。

1

ラックの互換性
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5つのシャーシ位置決め用ピンの頭を固定部品の 5つの鍵穴の開口部に挿入し、固定
部品を、クリップがカチッと音がして固定されるまで、シャーシの前面に向けて
引っ張ります。

背面の位置決め用ピンが固定部品のクリップにかみ合っていることを確認します。

手順 1から 3を繰り返して、サーバーの反対側の側面に残りの固定部品を取り付けま
す。

▼ スライドレール構成部品の取り付け
次の手順を実行して、スライドレール構成部品をラックに取り付けます。

注 –スライドレール構成部品では、9.5 mmの四角穴およびM6丸穴のラックのみをサ
ポートしています。7.2 mm、M5、10 - 32の取り付け穴など、その他のすべての
ラックはサポートされていません。レール穴のサイズについては、ラックのド
キュメントを参照してください。

スライドレール構成部品をラックに取り付けるには:

2

3

4

ラックの互換性
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(オプション)サーバーが設置されているラックを移動する必要がある場合は、取り付
けネジとケージナットを使用してスライドレール構成部品を取り付けることをお勧
めします。

これらのケージナットの取り付け手順については、レールラックマウントキットの
概要と情報カードを参照してください。このカードはラックキットに含まれていま
す。

スライドレール構成部品の前面の固定部品が前面のラックのポストの外側に来るよ
うに、また、スライドレール構成部品の背面の固定部品が背面のラックのポストの
内側に来るように、ラック内でスライドレール構成部品を位置決めします。

スライドレール構成部品の取り付けピンと、前面と背面のラックのポストの取り付
け穴の位置合わせをします。次に、取り付けピンがラックにかみ合うまで構成部品
をラックの背面の方向に押し込んで、構成部品を固定します。

取り付けピンとラックがかみ合うと、カチッという音がします。

注 –スライド構成部品の取り付けピンは、9.5 mm四角穴とM6丸型取り付け穴でのみ
使用できます。それ以外のサイズの取り付け穴はサポートされていません。

1

2

3

ラックの互換性
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(オプション)取り付けネジとケージナットを使用してスライドレール構成部品を取り
付けるように選択した場合、前面と背面の両方のスライドレール固定部品とラック
のポストの穴にM6取り付けネジを通し、ケージナットで締め付けます。

手順 2から 4を繰り返して、残りのスライドレール構成部品を取り付けます。

4

5

ラックの互換性
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▼ スライドレール構成部品へのサーバーの取り付け
この手順を使用して、固定部品を取り付けたサーバーシャーシを、ラックに取り付
けられているスライドレール構成部品に装着します。

注意 –機器の損傷や、作業者の負傷。サーバーは重いので、この手順では少なくとも
2名の作業者が必要です。この手順を 1人で実行すると、機器が損傷したり、けがを
する可能性があります。

注意 –機器の損傷や、作業者の負傷。上方が重くなり転倒することがないように、機
器は必ずラックの最下段から上へ順次搭載してください。転倒防止用のバーを伸ば
して、機器の設置中にラックが転倒しないようにしてください。

利用可能な場合は、ラックの下部の転倒防止バーを伸ばします。

手順については、ラックのドキュメントを参照してください。

1

ラックの互換性
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注意 –機器が損傷したり、作業者がけがをしたりします。ラックに転倒防止バーがな
いと、ラックが転倒することがあります。

スライドレールをラックのスライドレール構成部品に可能なかぎり奥まで押し込み
ます。

固定部品の後端が、ラックに取り付けられているスライドレール構成部品と整列す
るようにサーバーを持ち上げます。

取り付けブラケットをスライドレールに挿入し、取り付けブラケットがスライド
レールのストップに接触するまでサーバーをラック内に押し込みます (約 30 cm (12イ
ンチ))。

注意 –機器の損傷や、作業者の負傷。サーバーをスライドレールに挿入するとき、固
定部品の上下の取り付けリップがスライドレールに挿入されていることを確認しま
す。サーバーが正しく取り付けられている場合は、サーバーを前後に簡単にスライ
ドできます。ユニットを簡単にスライドできない場合は、各取り付けリップが正し
く挿入されていることを確認してください。固定部品が正しく挿入されていない
と、ユニットをラックから取り外すときに落としてしまう可能性があります。

2

3

4

ラックの互換性
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ラックの互換性
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両方の固定部品の緑色のスライドレールリリースボタンを同時に押しなが
ら、サーバーをラック内に押し込みます。固定部品の前面のスライドレールロック
がスライドレール構成部品にかみ合うまで押し込みます。

かみ合うと、カチッと音がします。

注意 –機器の損傷や、作業者の負傷。サーバーがラックにしっかりと取り付けられて
いること、およびスライドレールロックが固定部品にかみ合っていることを確認し
てから次の手順に進みます。

▼ ケーブル管理アームの取り付け
ケーブル管理アーム (CMA)はオプションの構成部品であり、ラック内の
サーバーケーブルの配線に使用できます。

CMA部品の梱包を解きます。

CMAを機器ラックの背面に移動し、サーバーの背後に十分な作業スペースがあるこ
とを確認します。

5

1

2

ラックの互換性
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注 –この手順の「左」と「右」は、装置ラックの背面から見たときの左と右を示しま
す。

テープを剥がしてCMAの部品を分けます。

CMAの固定部品コネクタを、カチッと音がして固定されるまで、右側のスライド
レールに差し込みます。

吹き出し
番号 説明

1 CMA固定部品

2 右側スライドレール

3

4

ラックの互換性
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右側のCMAスライドレールコネクタを、「カチッ」と音がして固定されるまで、右
側のスライドレール構成部品に差し込みます。

吹き出し
番号 説明

1 CMAスライドレールコネクタ

2 右側スライドレール

5

ラックの互換性
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左側のCMAスライドレールコネクタを、「カチッ」と音がして固定されるまで、左
側のスライドレール構成部品に差し込みます。

吹き出し
番号 説明

1 CMAスライドレールコネクタ

2 左側スライドレール

必要に応じて、サーバーまでケーブルを配線して取り付けます。

注 –サーバーケーブルの取り付け方法については、47ページの「サーバーの配
線」を参照してください。

必要に応じて、ケーブルフックとループストラップをCMAに取り付け、所定の位置
に押し込んでケーブルを固定します。

6

7

8

ラックの互換性
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注 –ケーブルフックとループストラップは、CMAにあらかじめ取り付けられていま
す。ケーブルフックとループストラップをCMAに取り付け直す必要がある場合
は、この手順を実行してください。

最善の結果を得るには、3つのケーブルストラップをCMAの背面側に等間隔に配置
し、3つのケーブルストラップをサーバーにもっとも近いCMAの側面に配置しま
す。

吹き出し
番号 説明

1 CMAケーブルストラップ

2 CMAアーム

ラックの互換性
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▼ スライドレールとCMAの動作の確認
スライドレールとCMAが正しく動作していることを確認するには、次の手順に従い
ます。

注 –この手順は、2人の作業者で実行することをお勧めします。1人がサーバーを
ラックの前後に動かし、もう 1人がケーブルとCMAを監視します。

スライドレールがストッパに達するまで、サーバーをラックからゆっくりと引き出
します。

接続されているケーブルが、引っかかったり、ねじれていないか点検します。

CMAがスライドレールからいっぱいまで伸びることを確認します。

次の手順に従って、サーバーをラック内に押し込みます。

サーバーを完全に引き出したときに、サーバーをラックに戻すために 2対のスライ
ドレールストップを解放する必要があります。

a. 最初の対のストップでは、両方の緑色のレバーを同時に押し、サーバーをラック
に向かってスライドさせます。

最初の対のストップは各スライドレールの内側 (サーバーのバックパネルのすぐ
後ろ)にあるレバーです。

サーバーは約 46 cm (18インチ)スライドして停止します。

b. ケーブルとCMAが引っかからずに格納されることを確認します。

c. 2番目の対のストップでは、両方の緑色のスライドレールリリースボタンを同時
に押して、両方のスライドレールロックがかみ合うまでサーバーを完全にラック
内に押し込みます。

2番目の対のストップは、サーバーの前面にあるスライドレールリリースボタン
です。

必要に応じて、ケーブルストラップとCMAを調整します。

1

2

3

4

5
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サーバーの配線

このセクションでは、はじめてケーブルを接続して電源を投入する方法について説
明します。次の表に示すトピックが含まれています。

説明 リンク

サーバーにデータケーブルを接続します。 47ページの「サーバーの配線」

サーバーに電源コードを接続します。 48ページの「電源コードの接続」

▼ サーバーの配線
次の図に、サーバーのバックパネルのコネクタおよびポートの位置を示します。

吹き出し
番号 説明

1 ネットワークの 10 GbEポート: NET0–NET3

2 USB 2.0ポート (2)
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吹き出し
番号 説明

3 DB-15ビデオポート

4 サービスプロセッサのシリアル管理 (SER MGT)/RJ-45シリアルポート

5 サービスプロセッサネットワーク管理 (NET MGT) Ethernetポート

KVMコンソールに直接接続するには、マウスとキーボードをサーバーのUSBポート
[2]に、モニターをDB-15ビデオポート [5]に接続します。

サーバープロセッサへの管理接続を確立するには:

■ Ethernet:ネットワーク接続 (推奨は別の管理ネットワーク)を介してOracle
Integrated Lights Out Manager (ILOM)のWebまたはコマンド行インタフェースにアク
セスする予定の場合は、Ethernetケーブルを、NET MGT [3]とラベル付けされた
サーバーのネットワーク管理ポートに接続します。

注 –サービスプロセッサ (SP)は、デフォルトでNET MGT (帯域外)ポートを使用し
ます。代わりに、SPがサーバーの 4つの 10 GbE Ethernetポートのいずれかを使用
するように構成できます。SPは構成済みの Ethernetポートのみを使用します。

■ 直接シリアル:シリアル管理ポートを使用してOracle ILOMコマンド行インタ
フェースにアクセスする予定の場合は、シリアルヌルモデムケーブルを、端
末、または端末エミュレーションソフトウェアを実行しているクライアントか
ら、SER MGT [4]とラベル付けされたサーバーのRJ-45シリアルポートに接続しま
す。

サーバーをネットワークに接続するには、必要に応じて Ethernetケーブルを 10ギガ
ビット Ethernetポート [1]に接続します。

48ページの「電源コードの接続」に進みます。

▼ 電源コードの接続
次の手順に従って、電源コードをサーバーに接続します。電源コードが接続される
と、サーバーはスタンバイ電源モードに入ります。次の図は、AC電源コネクタの位
置を示しています。

1

2

3

次の手順

サーバーの配線
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吹き出し
番号 説明

1 ケーブルクリップ付きの電源装置 0のAC差し込み口コネクタ

2 ケーブルクリップ付きの電源装置 1のAC差し込み口コネクタ

注 – 2 CPUシステムは、低電圧線 100 - 127 VACまたは高電圧線 200 - 240 VAC電源で
動作します。4 CPUシステムは、高電圧線 200 - 240 VAC電源でのみ動作します。

アース付きの 2本のサーバー電源コードをアース付きコンセントに接続します。

2本のサーバー電源コードをサーバーのバックパネルのACコネクタに接続し (前の図
の 1と 2)、コネクタのケーブルクリップを使用して固定します。

電源が接続されると、サーバーはブートしてスタンバイ電源モードに入ります。

■ SPが起動するときに SP OK/障害インジケータ [2]が点滅し、SPの準備ができるま
で、主電源/OKインジケータ [1]は点灯しません。

■ 数分後に主電源/OKインジケータがスタンバイ点滅パターンで点滅 (0.1秒間オ
ン、2.9秒間オフ)し、SP (およびOracle ILOM)が使用できる状態であることを示
します。この時点ではサーバーはまだ初期化されていませんし、全電力も投入さ
れていません。

1

2

サーバーの配線
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吹き出し
番号 説明

1 主電源/OKインジケータ

2 SP OK/障害インジケータ

指示されるまで、サーバーに全電力を投入しないでください。次のタスクに進みま
す。

■ 51ページの「Oracle ILOMへの接続」
■ 69ページの「Oracle System Assistantを使用したソフトウェアおよびファーム
ウェアの設定」

■ 77ページの「OSインストール用のサーバードライブの構成」

3

次の手順

サーバーの配線
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Oracle ILOMへの接続

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)は、サーバーコンポーネントのモニターと
管理に使用できる組み込みのツールです。Oracle ILOMを使用すると、次のタスクを
実行できます。

■ サーバーの電源投入や電源切断を含め、サーバーをローカルまたはリモートで管
理する

■ 重要なシステム情報のモニター、記録されたイベントの表示、通知の取得、トラ
ブルシューティングツールの実行を行う

■ サーバーハードウェア構成を表示および編集する

■ 会社のセキュアなインフラストラクチャーを使用してOracle ILOMユーザーアカ
ウントを管理する

■ ホストコンソールにリモートでアクセスする

■ Oracle ILOMおよびサーバーの BIOS構成情報をバックアップする

このセクションでは、Oracle ILOMのコマンド行インタフェース (CLI)、またはWeb
ブラウザユーザーインタフェース (BUI)を構成およびアクセスして、サーバーを管理
する方法について説明します。

説明 リンク

Oracle ILOMのハードウェアとインタフェースに
ついて学習します。

52ページの「Oracle ILOMのハードウェアとイ
ンタフェース」

ネットワークポートとデフォルト値について学
習します。

53ページの「Oracle ILOMのネットワークのデ
フォルト値」

シリアルポートに接続された端末を使用して
Oracle ILOMに直接ログインします。

53ページの「ローカルのシリアル接続を使用し
たOracle ILOMへのログイン」

Ethernet接続を使用してネットワーク経由で
Oracle ILOMにログインします。

54ページの「リモート Ethernet接続を使用した
Oracle ILOMへのログイン」
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説明 リンク

Oracle ILOMネットワーク設定を構成します。 ■ 56ページの「Oracle ILOM CLIでのネット
ワーク設定の変更」

■ 61ページの「Oracle ILOM Webインタ
フェースでのネットワーク設定の変更」

■ 62ページの「Oracle ILOM CLIからの IPv4ま
たは IPv6ネットワーク構成のテスト」

■ 64ページの「Oracle ILOM Webインタ
フェースからの IPv4または IPv6ネット
ワーク構成のテスト」

Oracle ILOMを終了します。 64ページの「Oracle ILOMの終了」

サービスプロセッサ接続をトラブル
シューティングします。

65ページの「サービスプロセッサ接続のトラブ
ルシューティング」

関連項目

■ Oracle System AssistantからのOracle ILOMの構成については、69ページ
の「Oracle System Assistantを使用したソフトウェアおよびファームウェアの設
定」を参照してください

■ Oracle ILOMの詳細な使用手順については、サポートされているOracle ILOMの
バージョンのドキュメントを参照してください (サポートされているバージョン
は『Sun Server X4-4プロダクトノート』にリストされています): http://
www.oracle.com/goto/ILOM/docs

Oracle ILOMのハードウェアとインタフェース
次の表に、Oracle ILOMのコンポーネントと機能を示します。

コンポーネント 機能

ハードウェア ■ ファン、ストレージドライブ、電源装置など、各コンポーネントの
ステータスと構成をモニターする組み込みのサービスプロセッサ
(SP)チップセット。

■ 背面パネルの 2つの外部接続: NET MGTポート (Ethernet接続)、およ
び SER MGT (RJ-45シリアル接続)。

インタフェース ■ Webブラウザのインタフェース
■ SSHコマンド行インタフェース (CLI)
■ IPMI v2.0 CLI
■ SNMP v3インタフェース

Oracle ILOMのハードウェアとインタフェース
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Oracle ILOMのネットワークのデフォルト値
Sun Server X4-4は、Oracle ILOMが IPv4および IPv6ネットワーク環境で完全に動作す
ることを可能にする IPv4と IPv6のデュアルスタック設定をサポートしています。

■ IPv4構成の場合、DHCPがデフォルトで有効になっているので、ネットワーク上
のDHCPサーバーがネットワーク設定をサーバーに自動的に割り当てます。

■ IPv6構成の場合、IPv6ステートレス自動設定がデフォルトで有効になっているの
で、ネットワーク上の IPv6ルーターがネットワーク設定を割り当てます。

一般的な構成では、これらのデフォルト設定を受け入れます。

注 –サーバーに自動的に割り当てられた IPアドレスまたはホスト名を確認するに
は、DHCPサーバーまたは IPv6ルーターに付属しているネットワークツールを使用
してください。

Oracle ILOMへのログイン
このセクションの手順に従って、割り当てられた設定が正しく動作していることを
テストし、Oracle ILOMへの接続をローカルおよびリモートで確立できます。

■ ローカルでログインするには、53ページの「ローカルのシリアル接続を使用し
たOracle ILOMへのログイン」を参照してください。

■ リモートでログインするには、サーバー SPに割り当てられた IPアドレス、ホス
ト名、または IPv6ローカルリンク名を使用し、54ページの「リモート Ethernet
接続を使用したOracle ILOMへのログイン」の手順に従います。

▼ ローカルのシリアル接続を使用したOracle ILOM
へのログイン
この手順では、サーバー SPの IPアドレスを知っている必要はありません。ただ
し、Oracle ILOM管理者アカウントを持っている必要があります。

注 –サーバーの出荷時に設定されているデフォルトのOracle ILOM管理者アカウント
は root、パスワードは changemeです。このデフォルトの管理者アカウントが変更さ
れている場合は、システム管理者に連絡して、管理者特権を持つOracle ILOM
ユーザーアカウントを確認してください。

あらかじめシリアルケーブルが端末 (または端末エミュレーションクライアント)か
らサーバー背面の SER MGTポートに接続されている必要があります。この接続の詳
細については、47ページの「サーバーの配線」を参照してください。

始める前に

Oracle ILOMへのログイン

53



端末 (または端末エミュレーションクライアント)で、次のシリアル通信設定が構成
されていることを確認します。

■ 8N1:データビット 8、パリティーなし、ストップビット 1

■ 9600ボー

■ ハードウェアフロー制御を無効化 (CTS/RTS)

端末キーボードで、Enterを押してOracle ILOMへのシリアルコンソール接続を確立し
ます。

Oracle ILOMへのログインプロンプトが表示されます。

管理者アカウントを使用して、Oracle ILOMのコマンド行インタフェース (CLI)にログ
インします。

Oracle ILOMに正常にログインしたことを示すデフォルトのコマンドプロンプト (->)
が表示されます。

▼ リモート Ethernet接続を使用したOracle ILOMへの
ログイン
この手順では、Oracle ILOM管理者アカウントを持っていることと、サーバー SPの
IPアドレスまたはホスト名を知っていることが必要です。コマンド行インタ
フェース (CLI)またはWebインタフェースを使用してログインする手順を、次で説
明します。

注 –サーバーの出荷時に設定されているデフォルトのOracle ILOM管理者アカウント
は root、パスワードは changemeです。このデフォルトの管理者アカウントが変更さ
れている場合は、システム管理者に連絡して、管理者特権を持つOracle ILOM
ユーザーアカウントを確認してください。

あらかじめネットワークケーブルが管理ネットワークからサーバー背面のNET MGT
ポートに接続されている必要があります。この接続の詳細については、47ページ
の「サーバーの配線」を参照してください。

次のいずれかの方法を使用して、Oracle ILOMへの接続を確立します。

■ Oracle ILOM CLIから、Secure Shellセッションを開始します。次のコマンドを入力し
ます。

ssh ユーザー名@ホスト

1

2

3

始める前に

1
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ここで、usernameは管理者権限を持つアカウントのユーザー名 (デフォルトの管
理者アカウントは root)、hostはサーバー SPの IPアドレスまたはホスト名 (DNS
を使用している場合)のいずれかです。

パスワードの入力を求めるOracle ILOMのプロンプトが表示されます。

Password:

■ Oracle ILOMのWebインタフェースから、Webブラウザのアドレスフィールドに
サーバーの IPアドレスを入力して、Enterを押します。

Oracle ILOM Webログインページが表示されます。

次のいずれかの方法を使用してOracle ILOMにログインします。

注 – Oracle ILOMへの最初のログインやアクセスが可能なように、システムではデ
フォルトの管理者アカウントとパスワードが用意されています。セキュアな環境を
構築するため、Oracle ILOMへの初回ログイン後、デフォルトの管理者アカウント
(root)のデフォルトのパスワード (changeme)を変更する必要があります。このデ
フォルトの管理者アカウントが変更されている場合は、システム管理者に連絡し
て、管理者特権を持つOracle ILOMユーザーアカウントを確認してください。

■ Oracle ILOM CLIから、パスワードプロンプトで、パスワードを入力して Enterを押
します。

Oracle ILOMに正常にログインしたことを示すデフォルトのコマンドプロンプト
(->)が表示されます。

2

Oracle ILOMへのログイン
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■ Oracle ILOMのWebインタフェースから、ログインページでユーザー名とパス
ワードを入力し、「Log In」をクリックします。

Oracle ILOMへのログインに成功したことを示す「Summary」ページが表示され
ます。例:

Oracle ILOMのネットワーク設定の変更
このセクションの手順では、Oracle ILOMのネットワーク設定を変更する方法につい
て説明します。

■ Oracle ILOM CLIからネットワーク設定を変更するには、56ページの「Oracle
ILOM CLIでのネットワーク設定の変更」を参照してください。

■ リモートでログインするには、サーバー SPに割り当てられた IPアドレス、ホス
ト名、または IPv6ローカルリンク名を使用し、61ページの「Oracle ILOM Webイ
ンタフェースでのネットワーク設定の変更」の手順に従います。

▼ Oracle ILOM CLIでのネットワーク設定の変更
Oracle ILOM CLIから、現在構成されているサーバーのネットワーク設定を変更する
には、次の手順に従います。

Oracle ILOMのネットワーク設定の変更
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注 – BIOS設定ユーティリティーを使用して、ネットワーク設定を変更することもで
きます。手順については、『Sun Server X4-4サービスマニュアル』の「BIOS設定
ユーティリティーにアクセスする」を参照してください。

53ページの「ローカルのシリアル接続を使用したOracle ILOMへのログイン」または
54ページの「リモート Ethernet接続を使用したOracle ILOMへのログイン」の関連す
る方法を使用して、Oracle ILOM CLIにログインします。

ネットワーク環境に適合するネットワーク構成手順を実行し、ネットワーク設定を
テストします。

■ IPv4ネットワーク設定を確認または構成するには、手順 3と手順 4を実行しま
す。

■ IPv6ネットワーク設定を確認または構成するには、手順 5から 8までを実行しま
す。

IPv4ネットワーク構成の場合、cdコマンドを使用して /SP/networkディレクトリに移
動します。

-> cd /SP/network

次のいずれかを実行します。

■ ネットワーク上にDHCPサーバーがある場合、次のコマンドを入力し、DHCP
サーバーがサーバーに割り当てた設定を表示します。

-> show

■ DHCPサーバーがない場合、または設定を割り当てる場合、setコマンドを使用
し、次の表にあるプロパティーの値を割り当てます。例:

-> set pendingipdiscovery=static

-> set pendingipaddress=10.8.183.106

-> set pendingipnetmask=255.255.255.0

-> set pendingipgateway=10.8.183.254

-> set commitpending=true

1

2

3

4
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プロパティー 設定値 説明

state enabledまたは
disabled

ネットワークの状態はデフォルトで enabled
に設定されています。SPへのネットワーク接
続を無効にすることは、シリアル管理ポート
経由でしかOracle ILOMにアクセスできない
ことを意味します。

pendingipdiscovery staticまたは dhcp ネットワーク検出オプションには、静的 IPア
ドレスの場合は static、DHCPサーバーに
よって割り当てられた IPアドレスの場合は
dhcp (デフォルト)が含まれます。

pendingipaddress

pendingipnetmask

pendingipgateway

<ip_address>

<netmask>

<gateway>

複数の静的ネットワーク設定を割り当てるに
は、各プロパティー (IPアドレス、ネットマ
スク、およびゲートウェイ)に対して setコマ
ンドと割り当てる静的な値を入力します。

commitpending true set commitpending=trueと入力し、変更をコ
ミットします。

注 – Ethernet接続を使用してOracle ILOMにログインした場合、commitpendingを true

に設定してネットワーク設定の変更をコミットすると、Oracle ILOM接続が切断され
るので、この新しい設定を使用してログインし直す必要があります。

IPv4または IPv6ネットワーク設定をテストするには、手順 9を参照します。

IPv6ネットワーク構成の場合、cdコマンドを使用して SP/network/ipv6ディレクトリ
に移動します。
-> cd SP/network/ipv6

showコマンドを入力して、デバイスで構成された IPv6ネットワーク設定を表示しま
す。
次の例は、サーバーの SPデバイス上の各 IPv6プロパティーのサンプル出力の値で
す。
-> show

/SP/network/ipv6

Targets:

Properties:

state = enabled

autoconfig = stateless

dhcpv6_server_duid = (none)

link_local_ipaddress = fe80::214:4fff:feca:5f7e/64

static_ipaddress = ::/128

ipgateway = fe80::211:5dff:febe:5000/128

pending_static_ipaddress = ::/128

dynamic_ipaddress_1 fec0:a:8:b7:214:4fff:feca:5f7e/64

5

6
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Commands:

cd

show

IPv6自動構成オプションを構成するには、setコマンドを使用して、次の自動構成プ
ロパティーの値を指定します。例:

-> set state=enabled

-> set autoconfig=dhcpv6_stateless

プロパティー 設定値 説明

state enabledまたは disabled IPv6ネットワークの状態は、デフォルトで enabled
になっています。IPv6自動構成オプションを有効に
するには、この stateが enabledに構成されている必
要があります。

autoconfig 次の値を指定できま
す。

stateless

dhcpv6_stateless

dhcpv6_stateful

disable

このコマンドに続けて、autoconfigの設定値を指定
します。
■ stateless (デフォルト設定)

IPv6ネットワークルーターから学習した IPアド
レスを自動的に割り当てます。

■ dhcpv6_stateless

DHCPv6サーバーから学習したDNS情報を自動
的に割り当てます。dhcpv6_statelessプロパ
ティーの値は、Oracle ILOM 3.0.14以降で使用で
きます。

■ dhcpv6_stateful

DHCPv6サーバーから学習した IPv6アドレスを
自動的に割り当てます。dhcpv6_statefulプロパ
ティーの値は、Oracle ILOM 3.0.14以降で使用で
きます。

■ disable

自動構成プロパティーの値をすべて無効に
し、リンクローカルアドレスの読み取り専用プ
ロパティーの値を設定します。

注 – IPv6構成オプションは、設定後に有効になります。/networkターゲットでこれら
の変更を確定する必要はありません。

7
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注 – stateless自動構成オプションを有効にすると、dhcpv6_statelessのオプション
が有効になったとき、または dhcpv6_statefulのオプションが有効になったとき
に、それと同時に実行できます。ただし、dhcpv6_stateless自動構成オプションと
dhcpv6_stateful自動構成オプションを同時に有効にしないでください。

静的 IPv6アドレスを設定するには、次の手順を実行します。

a. プロパティータイプを指定します。例:

-> set state=enabled

-> set pending_static_ipaddress=fec0:a:8:b7:214:4fff:feca:5f7e/64

プロパティー 設定値 説明

state enabled または disabled IPv6ネットワークの状態は、デフォルトで
enabledになっています。静的 IPアドレスを有
効にするには、この状態を enabledに設定する
必要があります。

pending_static_ipaddress <ipv6_address>/
<subnet_mask_length_in_bits>

このコマンドに続けて、デバイスに割り当て
る静的 IPv6アドレスおよびネットマスクのプ
ロパティー値を入力します。IPv6のアドレス
例: fec0:a:8:b7:214:4fff:feca:5f7e/64

b. 次のコマンドを入力して、保留中の IPv6静的ネットワークパラメータを確定しま
す。

-> set /SP/network commitpending=true

注 –ネットワーク設定は、確定するまで保留されます。サーバーに新しい静的 IPア
ドレスを割り当てると、サーバーとのアクティブなOracle ILOMセッションがすべて
終了します。Oracle ILOMにログインし直すには、新しく割り当てられた IPアドレス
を使用して、新しいセッションを作成する必要があります。

ネットワークテストツール (PingおよびPing6)を使用して、Oracle ILOMで IPv4または
IPv6のネットワーク構成をテストします。

詳細は、62ページの「Oracle ILOM CLIからの IPv4または IPv6ネットワーク構成の
テスト」を参照してください。

8
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▼ Oracle ILOM Webインタフェースでのネットワーク
設定の変更
Oracle ILOM Webインタフェースから、現在構成されているサーバーのネットワーク
設定を変更するには、次の手順に従います。

注 – BIOS設定ユーティリティーを使用して、ネットワーク設定を変更することもで
きます。手順については、『Sun Server X4-4サービスマニュアル』の「BIOS設定
ユーティリティーにアクセスする」を参照してください。

54ページの「リモート Ethernet接続を使用したOracle ILOMへのログイン」の関連の
手順を使用して、Oracle ILOMのWebインタフェースにログインします。

左側のナビゲーションツリーから、「ILOM Administration」>「Connectivity」と選択
します。
「Network Settings」ページが表示されます。デバイスで構成された設定が表示され
ます。

使用しているネットワーク環境に当てはまるネットワーク構成手順を実行します。

■ IPv4:ネットワーク上のDHCPサーバーにネットワーク設定の割り当てを許可する
には、「DHCP」ラジオボタンが選択されていることを確認して、「Save」をク
リックします。

1
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■ IPv4:ネットワーク設定を割り当てるには、「Static」ラジオボタンを選択し
て、「IP Address」、「Netmask」、および「Gateway」フィールドに入力
し、「Save」をクリックします。

■ IPv6:自動構成オプションを構成するには、「State」プロパティーの横にあ
る「Enabled」チェックボックスが選択されていることを確認します。次に、自動
構成値を選択して「Save」をクリックします。

注 –「Autoconfig Stateless」オプションを有効にすると、「DHCPv6 Autoconfig
Stateless」のオプションが有効になったとき、または「DHCPv6 Autoconfig
Stateful」のオプションが有効になったときに、それと同時に実行できます。

■ IPv6:静的 IPv6アドレスを設定するには、「State」プロパティーの横にあ
る「Enabled」チェックボックスが選択されていることを確認します。次
に、「Static IP Address」フィールドに ipv6_address/subnet mask length in bitsの形式
の静的アドレス (例: fec0:a:8:b7:214:4f ff:feca:5f7e/64)を入力し、「Save」をク
リックします。

ネットワークテストツール (PingおよびPing 6)を使用して、Oracle ILOMで IPv4または
IPv6のネットワーク構成をテストします。
詳細は、64ページの「Oracle ILOM Webインタフェースからの IPv4または IPv6
ネットワーク構成のテスト」を参照してください。

Oracle ILOMのネットワーク設定のテスト
このセクションの手順では、Oracle ILOMのネットワーク設定をテストする方法につ
いて説明します。

■ Oracle ILOM CLIからネットワーク設定をテストするには、62ページの「Oracle
ILOM CLIからの IPv4または IPv6ネットワーク構成のテスト」を参照してくださ
い。

■ Oracle ILOMのWebインタフェースからネットワーク設定をテストするには、64
ページの「Oracle ILOM Webインタフェースからの IPv4または IPv6ネットワーク
構成のテスト」を参照してください。

▼ Oracle ILOM CLIからの IPv4または IPv6ネット
ワーク構成のテスト

cdコマンドを使用して、/SP/network/testディレクトリに移動します。

-> cd /SP/network/test

4
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CLIプロンプトで showコマンドを入力して、ネットワークの testターゲットとプロ
パティーを表示します。

たとえば、次の出力は、testターゲットプロパティーを示しています。
-> show

/SP/network/test

Targets:

Properties:

ping = (Cannot show property)

ping6 = (Cannot show property)

Commands:

cd

set

show

set pingまたは set ping6コマンドを使用して、ネットワークテストをデバイスから
ネットワークの宛先に送信します。例:

-> set ping=device_ipv4_address_on network

-> set ping6=device_ipv6_address_on network

プロパ
ティー 設定値 説明

ping <IPv4_address> コマンドプロンプトで set ping=コマンドを入力し、続
けて IPv4テストの宛先アドレスを入力します。例: set
ping=10.8.183.106

Ping of 10.8.183.106 succeeded

ping6 <IPv6_address> set ping6=コマンドの後に、IPv6テストの宛先アドレス
を入力します。例: set ping6=fe80::211:5dff:febe:5000

Ping of fe80::211:5dff:febe:5000 succeeded
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▼ Oracle ILOM Webインタフェースからの IPv4または
IPv6ネットワーク構成のテスト

「ILOM Administration」>「Connectivity」ページで、ページ最下部の「Tools」ボタン
をクリックします。

「Network Configuration Test」画面が表示されます。

「Test Type」リストボックスから「Ping」または「Ping6」を選択します。

IPv4ネットワーク構成用の Pingテストを選択します。IPv6ネットワーク構成用の
Ping6テストを選択します。

IPv4または IPv6テストの宛先アドレスを「Destination」フィールドに入力し
て、「Test」をクリックします。

テストに成功すると、「Network Configuration Test」画面の「Destination」フィール
ドの下に「Ping of ip_address succeeded」というメッセージが表示されます。

▼ Oracle ILOMの終了
Oracle ILOMセッションを終了するには:

■ Oracle ILOM CLIのCLIプロンプトで、exitと入力します。

1
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■ Oracle ILOM Webインタフェースで、ページの右上隅にある「Log Out」ボタンをク
リックします。

サービスプロセッサ接続のトラブルシューティング
このセクションでは、Oracle ILOMサービスプロセッサ (SP)に関して発生する可能性
のある次の 2つの問題の対処方法を示します。

■ Oracle ILOM SPがハングアップしたためリセットする必要がある。
■ システム管理者が rootアカウントのパスワードを忘れてしまったため、回復する
必要がある。

これらの問題の対処手順については、次の各セクションを参照してください。

■ 65ページの「Oracle ILOMを使用したサービスプロセッサのリセット」
■ 66ページの「SPリセットスイッチを使用したサービスプロセッサのリセット」
■ 66ページの「rootアカウントのパスワードの回復」

▼ Oracle ILOMを使用したサービスプロセッサのリ
セット
サービスプロセッサをリセットするには、Host Control and Reset (r)の役割が必要で
す。

53ページの「ローカルのシリアル接続を使用したOracle ILOMへのログイン」または
54ページの「リモート Ethernet接続を使用したOracle ILOMへのログイン」の関連す
る方法を使用して、Oracle ILOMにログインします。

次のいずれかの方法を使用して、Oracle ILOMサービスプロセッサ (SP)をリセットし
ます。

■ Oracle ILOM CLIから、次のコマンドを入力します。
reset /SP

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Administration」>「Maintenance」>「Reset
SP」の順にクリックします。

注 – Oracle ILOM SPをリセットすると、現在のOracle ILOMセッションが切断されま
す。Oracle ILOMでの作業を続けるには、再度ログインする必要があります。

始める前に
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SPリセットスイッチを使用したサービスプロ
セッサのリセット
Oracle ILOM SPがハングアップして、Oracle ILOMのWebインタフェースまたは
Oracle ILOM CLIコマンドを使用してリセットできない場合は、サーバーにあるピン
ホールのリセットスイッチを使用できます。このスイッチの位置と使用について
は、『Sun Server X4-4サービスマニュアル』を参照してください。

▼ rootアカウントのパスワードの回復
システム管理者は、必要に応じて、構成済みのOracle ILOMデフォルトパスワードを
使用して、構成済みのOracle ILOMローカル rootアカウントまたはそのローカル root
アカウントのパスワードを復旧できます。

rootアカウントのパスワードを回復するには、Oracle ILOMに対するローカルのシリ
アル管理ポート (SER MGT)接続が必要です。また、Oracle ILOMで Physical Presence
Stateが有効になっている場合 (デフォルト)、ユーザーは自分がサーバーの前にいる
ことを証明する必要があります。

rootアカウントまたは rootアカウントのパスワードを回復するには、次の手順を実
行します。

Oracle ILOMへのローカルのシリアル管理接続を確立し、デフォルトのユーザーアカ
ウントを使用してOracle ILOMにログインします。例:
SUNSP-000000000 login: default

Press and release the physical presence button

Press return when this is completed...

シリアル管理ポート経由のログインの追加情報については、53ページの「ローカル
のシリアル接続を使用したOracle ILOMへのログイン」を参照してください。

サーバーの前に自分がいることを証明します。

サーバーの前に自分がいることを証明するには、サーバー前面の位置特定ボタンを
押します。

位置特定ボタンの位置については、13ページの「フロントパネルの機能」を参照し
てください。

シリアルコンソールに戻って、Enterを押します。
パスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

デフォルトユーザーアカウントのパスワード defaultpasswordを入力します

1
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アカウントのパスワードをリセットするか、rootアカウントを作成し直します。5
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Oracle System Assistantを使用したソフト
ウェアおよびファームウェアの設定

Oracle System Assistantはシステムのソフトウェアとファームウェアの設定に適したア
プリケーションです。Oracle System Assistantは、一部のOracle x86サーバーの初期
サーバーセットアップおよび保守作業を行うための組み込みのタスクベースの
サーバープロビジョニングツールです。Oracle System Assistantを使用すると、サ
ポートされているOracle Solaris、Linux、Oracle VM、またはWindowsオペレーティン
グシステムのインストール、サーバーの最新ソフトウェアリリースへの更
新、サーバーハードウェアの構成を行うことができます。

注 – Oracle Solarisインストールの場合、Oracle System Assistantは推奨されるドライバ
またはツールの追加インストールを行いません。Oracle Solaris OSの更新は、Oracle
Solarisパッケージ更新ソフトウェアを使用して実施されます。Linux、Oracle VM、お
よびWindowsの場合、Oracle System Assistantは推奨されるドライバやツールのう
ち、その特定のオペレーティングシステムや仮想マシンソフトウェアでサポートさ
れているものを追加でインストールします。

Oracle System Assistantを使ってオペレーティングシステムをインストールする際にイ
ンストール可能なオプションソフトウェアの一覧については、Oracle System Assistant
のReadMeを参照してください。

このセクションでは、次のように、Oracle System Assistantを使用して、サーバーのソ
フトウェアおよびファームウェアを設定する方法について説明します。

説明 リンク

Oracle ILOMからOracle System Assistantをリ
モートで起動します。

70ページの「Oracle ILOMのWebインタ
フェースを使用してOracle System Assistantを起
動する」

Oracle System Assistantをローカルで起動しま
す。

72ページの「Oracle System Assistantをローカル
で起動する」

関連項目
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■ Oracle System Assistantの使用に関する追加情報は、『Oracle X4シリーズ
サーバー管理ガイド (http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』を参照し
てください。

▼ Oracle ILOMのWebインタフェースを使用して
Oracle System Assistantを起動する
あらかじめOracle ILOMをリモート Ethernetアクセス用に設定してください
51ページの「Oracle ILOMへの接続」

サーバーがスタンバイ電源モードになっていることを確認します。

サーバースタンバイモードでは、電源/OKインジケータがゆっくり点滅します。電
源/OKインジケータの位置については、13ページの「フロントパネルの機能」を参
照してください。

サーバー SPのOracle ILOMのWebインタフェースにログインします。

ブラウザのアドレスフィールドにサーバーの SPの IPアドレスを入力します。

「System Summary」画面が表示されます。

右上パネルにあるOracle System Assistantの「Launch」ボタンをクリックします。

始める前に
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注 –システムがスタンバイモードになっていなくても、完全に電力が投入されている
場合は、最初に停止するよう求められます。139ページの「Oracle ILOM Webインタ
フェースを使用した正常な停止」を参照してください。システムの電源が切断され
てから、この手順を続行してください。

Oracle System Assistantの起動を続行するには、「Yes」をクリックします。

サーバーが初期化されるまで待機します。これには数分かかる場合があります。

■ サーバーの電源が投入されます。
■ Oracle System Assistantアプリケーションがブートします。
■ Oracle System Assistantのメイン画面が表示されます。

Oracle System Assistantを使用して、次の表に示した順番でタスクを実行します。

Oracle System Assistantの使用の詳細は、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』またはOracle System Assistantの組
み込みのヘルプを参照してください。

手順 タスク Oracle System Assistantの画面

1 Oracle System Assistantネットワーク接続
を設定します。

Network Configuration

4

5

Oracle System Assistantを使用したソフトウェアおよびファームウェアの設定

71

http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs


手順 タスク Oracle System Assistantの画面

2 最新のソフトウェアとファームウェアの
更新を入手します。

Get Updates

3 Oracle ILOM、BIOS、ディスクエクスパ
ンダ、HBAファームウェアを必要に応じ
て更新します。

Update Firmware

4 Oracle ILOMを構成します。 「Configure Hardware」>「Service
Processor Configuration」

5 RAIDを構成します。

注 –インストール済みのOSを含むディス
クでは、このオプションを使用しないで
ください。

「Configure Hardware」>「RAID
Configuration」

このタスクの実行の詳細は、79ページ
の「Oracle System Assistantを使用した
RAIDの構成」にリストされています。

6 Oracle System Assistantの「Install
OS」ウィザードを使用して、オペ
レーティングシステムをインストールし
ます。サポートされているオペ
レーティングシステムには、Oracle
Solaris、Linux、Windows、またはOracle
VMソフトウェアが含まれます。

注 –インストール済みのOSがシステムに
付属していた場合は、このオプションを
使用しないでください。

Install OS

■ 77ページの「OSインストール用のサーバードライブの構成」

▼ Oracle System Assistantをローカルで起動する
ローカルでのOracle System Assistantの起動を開始する前に、実際に Sun Blade X4-4の
近くにいて、次に対するアクセス権を保有している必要があります。

■ VGAモニター
■ USBキーボード
■ USBマウス

次のセクションの説明に従って、サーバーモジュールでローカルにOracle System
Assistantを起動する方法を選択します。

サーバーがスタンバイ電源モードになっていることを確認します。

電源/OKインジケータがゆっくり点滅していることを確認します。13ページの「フ
ロントパネルの機能」を参照してください。

次の手順

1
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サーバーにローカル接続します。

53ページの「ローカルのシリアル接続を使用したOracle ILOMへのログイン」を参
照してください。

フロントパネルの電源ボタンを押して、サーバーに電力を投入し全電力モードにし
ます。

■ サーバーがブートします。
■ モニターに POSTメッセージが表示されます。

Oracle System AssistantのPOSTメッセージが表示されたら、F9ファンクションキーを
押します。

■ Oracle System Assistantがブートします。
■ Oracle System Assistantのメイン画面が表示されます。
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Oracle System Assistantを使用して、次の表に示した順番でタスクを実行します。

Oracle System Assistantの使用の詳細については、「Help」ボタンをクリックする
か、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド (http://www.oracle.com/goto/
x86AdminDiag/docs)』を参照してください。

手順 タスク Oracle System Assistantの画面

1 Oracle System Assistantネットワーク接続
を設定します。

Network Configuration

2 最新のソフトウェアとファームウェアの
更新を入手します。

Get Updates

3 Oracle ILOM、BIOS、ディスクエクスパ
ンダ、HBAファームウェアを必要に応じ
て更新します。

Update Firmware

4 Oracle ILOMを構成します。 「Configure Hardware」>「Service
Processor Configuration」

5 RAIDを構成します。

注 –インストール済みのOSを含むディス
クでは、このオプションを使用しないで
ください。

「Configure Hardware」>「RAID
Configuration」

このタスクの実行の詳細は、79ページ
の「Oracle System Assistantを使用した
RAIDの構成」にリストされています。

5
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手順 タスク Oracle System Assistantの画面

6 Oracle System Assistantの「Install
OS」ウィザードを使用して、オペ
レーティングシステムをインストールし
ます。サポートされているオペ
レーティングシステムには、Oracle
Solaris、Linux、Windows、またはOracle
VMソフトウェアが含まれます。

注 –インストール済みのOSがシステムに
付属していた場合は、このオプションを
使用しないでください。

Install OS

■ 77ページの「OSインストール用のサーバードライブの構成」次の手順

Oracle System Assistantを使用したソフトウェアおよびファームウェアの設定
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OSインストール用のサーバードライブ
の構成

このセクションでは、オペレーティングシステムのインストール用の
サーバーブートディスクの構成およびRAIDの構成方法について説明します。

説明 リンク

ストレージドライブ構成オプションについて学
習します。サポートされるオプション
は、サーバーのホストバスアダプタ
(HBA)、RAIDの要件、およびインストール済み
のOSがあるかどうかによって異なります。

77ページの「ドライブ構成オプション」

Oracle System Assistantを使用してサーバーの複
数のストレージドライブでRAIDボリュームを
構成します。

79ページの「Oracle System Assistantを使用した
RAIDの構成」

BIOS RAID構成ユーティリティーを使用して
サーバーの複数のストレージドライブでRAID
ボリュームを構成します。

90ページの「BIOS RAID構成ユーティリ
ティーを使用したRAIDの構成」

オペレーティングシステムインストールと更新
タスクについて学習します。

101ページの「オペレーティングシステムおよ
びドライバの設定」

ドライブ構成オプション
オペレーティングシステム (OS)のブートデバイスにするシステムドライブの準備
は、サーバー設定プロセスの重要な手順です。RAIDの構成に使用する手順は、サ
ポートされているどちらの SAS HBAがサーバーに取り付けられているか、どちらの
サーバー BIOSブートモード (UEFIまたはレガシー、詳細は 22ページの「UEFI
BIOS」を参照)が選択されているかに応じて異なります。RAIDの構成には、Oracle
System Assistant (推奨)または BIOS/オプションROMベースのRAID構成ユーティリ
ティーのいずれかを使用できます。オペレーティングシステムをインストールした
ら、サーバーに付属のサポートされているOSベースのRAID管理ユーティリ
ティーを使用してRAIDストレージドライブを管理できます。

サーバーストレージドライブを構成するためのオプションを選択します。
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■ オプション 1 -オプションの出荷時にインストール済みのOSまたは仮想マシンソ
フトウェアイメージを購入した場合は、イメージを含むブートドライブがあらか
じめ作成されています。インストール済みのOSイメージを含むディスクはイン
ストール済みのイメージを破壊するため、RAIDボリュームとしては構成できま
せん。インストール済みのOSイメージを含むシステムの場合は、次のセク
ションのいずれかに進んでください。
■ 103ページの「インストール済みOracle Solaris OSの構成」
■ 111ページの「インストール済みのOracle Linux OSの構成」
■ 117ページの「インストール済みのOracle VMソフトウェアの構成」

■ オプション 2 – OSを新規インストールする場合で、複数のサーバーストレージド
ライブを使用して 1つ以上のRAIDボリュームを構成するときは、OSをインス
トールする前にサーバーのストレージドライブでRAIDボリュームを構成する必
要があります。
■ サーバーにOracle System Assistantが組み込まれている場合は、79ページ
の「Oracle System Assistantを使用したRAIDの構成」に進んで、サーバーに取
り付けられている内蔵HBAに一致するタスクを選択します。

■ サーバーにOracle System Assistantが組み込まれていない場合は、90ページ
の「BIOS RAID構成ユーティリティーを使用したRAIDの構成」に進んでくだ
さい。

■ オプション 3 -サーバーに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBA
(SGX-SAS6-R-INT-Z)が取り付けられており、OSの新規インストールを行う
が、複数のストレージドライブでRAIDボリュームを構成しません。このオプ
ションでは、単一のストレージドライブでRAID 0ボリューム (「仮想ディス
ク」とも呼ばれます)を構成して、そのボリュームをブート可能にする必要があ
ります。
■ サーバーにOracle System Assistantが組み込まれている場合は、84ページ
の「Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAを使用したRAIDの構成」に進ん
で、単一ストレージドライブ上にRAID 0ボリュームを構成します。

■ サーバーにOracle System Assistantが組み込まれていない場合は、92ページ
の「Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAでの BIOSを使用したRAIDの構
成」に進んで、単一ストレージドライブ上にRAID 0ボリュームを構成しま
す。

注 –オプション 3を選択する場合は、単一のストレージドライブでRAID 0ボ
リュームを構成して、そのボリュームをブート可能にする必要があります。そう
しないと、内蔵HBAがストレージドライブを特定できなくなります。

■ オプション 4 -サーバーに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe内蔵HBA (SGX-SAS6-INT-Z)
が取り付けられており、OSの新規インストールを行うが、サーバーのスト
レージドライブでRAIDボリュームを構成しません。このオプションについて
は、インストールするOSのインストールガイドを参照してください。

ドライブ構成オプション
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■ 『Sun Server X4-4 Oracle Solarisオペレーティングシステムインストールガイ
ド』

■ 『Sun Server X4-4 Linuxオペレーティングシステムインストールガイド』
■ 『Sun Server X4-4 Oracle VMインストールガイド』
■ 『Sun Server X4-4 Microsoft Windowsオペレーティングシステムインストールガ
イド』

■ 『Sun Server X4-4 VMware ESXiインストールガイド』

Oracle System Assistantを使用したRAIDの構成
Oracle System Assistantを使用して、サーバー上にRAIDを構成します。サーバーに
Oracle System Assistantが組み込まれていない場合は、BIOSユーティリティーを使用
してRAIDを構成できます。

次の手順を参照してください。

■ 79ページの「Sun Storage 6 Gb SAS PCIe内蔵HBAを使用したRAIDの構成」
■ 84ページの「Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAを使用したRAIDの構成」

▼ Sun Storage 6 Gb SAS PCIe内蔵HBAを使用したRAID
の構成
ブート可能なRAID 0ボリュームを作成することによってOSインストール用の
サーバーハードドライブを準備するには、Oracle System Assistantを使用します。

あらかじめ BIOS設定ユーティリティーから BIOSブートモード (UEFIまたはレガ
シー)を選択してください。

注 – RAID構成に使用されるBIOSブートモードは、オペレーティングシステムをイン
ストールするときに使用するモードに一致している必要があります。一致していな
いと、RAID構成を表示することも使用することもできません。

サポートされているすべてのオペレーティングシステムがUEFIモードをサポートし
ているわけではありません。UEFIモードをサポートしているオペレーティングシス
テムのリストについては、22ページの「UEFI BIOS」を参照してください。

BIOSブートモードを、UEFIからレガシー BIOS、またはレガシー BIOSからUEFIに
切り替える手順については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド (http://
www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』を参照してください。

Oracle System Assistantを起動します。
69ページの「Oracle System Assistantを使用したソフトウェアおよびファームウェア
の設定」を参照してください。

始める前に

1
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Oracle System Assistantの「System Overview」画面が表示されます。

「Configure Hardware」ボタンをクリックして、「RAID Configuration」タブを選択しま
す。

「RAID Configuration」画面が表示されます。

「HBA」リストボックスで「SGX-SAS6-INT-Z HBA」を選択します。

これは、Sun Storage 6 Gb SAS PCIe内蔵HBAです。

「Select RAID Level」リストボックスで、「RAID-0」を選択します。

2

3

4

Oracle System Assistantを使用した RAIDの構成
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「Available Disks」テーブルで、RAIDボリュームに追加するストレージドライブを選
択し、「Create Volume」ボタンをクリックします。

「Create Volume」ダイアログボックスが表示されます。

「Create Volume」ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a. (オプション)ボリューム名を入力します。

ボリューム名の入力はオプションです。ボリュームに名前を付けなかった場
合、Oracle System Assistantは名前のないボリュームを作成します。

b. 「Create」をクリックします。

「Creating RAID Volume」情報ボックスが表示されます。

5

6
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ボリュームの作成が完了すると、「Created Volumes」表にボリュームが表示され
ます。

「Created Volumes」表の「Details/Action」列で「Details」ボタンをクリックします。

「Volume Details」ダイアログボックスが表示されます。

「Volume Details」ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a. ボリュームの詳細を確認します。

b. (オプション)「Volume Name」フィールドで、ボリューム名を入力するか、変更し
ます。

以前にボリューム名を入力していない場合は、「Volume Details」ダイアログ
ボックスでもう一度入力する機会が得られます。以前にボリューム名を入力した
場合、それをここで変更することはできますが、その名前全体を削除することは
できません。

7

8

Oracle System Assistantを使用した RAIDの構成
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注 –ボリューム名を付けるかはオプションです。ボリュームに名前を付けな
かった場合、Oracle System Assistantは名前のないボリュームを作成します。さら
に、「Created Volumes」表の「Details」ボタンをクリックしていつでもボ
リューム名を変更できますが、ボリューム名をいったん割り当てたあとで削除す
ることはできません。

c. 「Set As Bootable」ボックスにチェックマークを付けます。

d. 「Save & Close」をクリックします。

「Set Volume For Boot」確認ダイアログが表示されます。

「OK」をクリックします。

「RAID Configuration」画面が表示され、そのRAIDボリュームが現在のブートデバ
イスとして表示されます。

ボリュームを削除する場合は、そのボリュームを選択してから「Delete Volume」ボ
タンをクリックします。

これでRAID構成タスクが完了します。

9

10
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次のいずれかを実行します。

■ ほかの任意のOracle System Assistantタスクを選択するには、左側のパネルメ
ニューで対応するボタンをクリックします。たとえば、RAIDの構成後であれ
ば、「Install OS」タスクを選択してオペレーティングシステムのインストールを
実行することをお勧めします。

■ Oracle System Assistantの「System Overview」画面に戻るには、左側のメニューパ
ネルで「System Information」をクリックします。

■ Oracle System Assistantを終了するには、「Exit」をクリックします。

■ 101ページの「オペレーティングシステムおよびドライバの設定」

▼ Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAを使用した
RAIDの構成
Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAを使用したシステムでは、Oracleからのイン
ストール済みのOSを使用しない場合は、OSをインストールする前にブート可能な
ボリュームを作成する必要があります。ドライブに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内
蔵HBAによって作成されたボリュームがない場合、システムはドライブを認識しま
せん。

ブートドライブとして使用する予定のドライブに複数のボリュームがある場合
は、OSのインストール先ボリュームをブートデバイスとして設定する必要がありま
す。

あらかじめ BIOS設定ユーティリティーから BIOSブートモード (UEFIまたはレガ
シー)を選択してください。

注 – RAID構成に使用されるBIOSブートモードは、オペレーティングシステムをイン
ストールするときに使用するモードに一致している必要があります。一致していな
いと、RAID構成を表示することも使用することもできません。

サポートされているすべてのオペレーティングシステムがUEFIモードをサポートし
ているわけではありません。UEFIモードをサポートしているオペレーティングシス
テムのリストについては、22ページの「UEFI BIOS」を参照してください。

BIOSブートモードを、UEFIからレガシー BIOS、またはレガシー BIOSからUEFIに
切り替える手順については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド (http://
www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』を参照してください。

11

次の手順
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Oracle System Assistantを起動します。

69ページの「Oracle System Assistantを使用したソフトウェアおよびファームウェア
の設定」を参照してください。

Oracle System Assistantの「System Overview」画面が表示されます。

「Configure Hardware」ボタンをクリックして、「RAID Configuration」タブを選択しま
す。

「RAID Configuration」画面が表示されます。

「HBA」リストボックスで「SGX-SAS6-R-INT-Z HBA」を選択します。

これは、Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAです。

「Select RAID Level」リストボックスで、目的のRAIDレベルを選択します。

Oracle System Assistantは、RAID-0、RAID-1、およびRAID-10をサポートしていま
す。

1

2

3

4

Oracle System Assistantを使用した RAIDの構成

85



「Available Disks」テーブルで、RAIDボリュームに追加するストレージドライブを選
択し、「Create Volume」ボタンをクリックします。

「Create Volume」ダイアログボックスが表示されます。

「Create Volume」ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a. (オプション)ボリューム名を入力します。

ボリューム名の入力はオプションです。ボリュームに名前を付けなかった場
合、Oracle System Assistantは名前のないボリュームを作成します。

b. ボリュームのストライプサイズを選択します。

c. 「Create」をクリックします。

「Creating RAID Volume」情報ボックスが表示されます。

5

6

Oracle System Assistantを使用した RAIDの構成
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ボリュームの作成が完了すると、「Created Volumes」表にボリュームが表示され
ます。

「Created Volumes」表の「Details/Action」列で「Details」ボタンをクリックします。

「Volume Details」ダイアログボックスが表示されます。

「Volume Details」ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a. ボリュームの詳細を確認します。

b. (オプション)「Volume Name」フィールドで、ボリューム名を入力するか、変更し
ます。

以前にボリューム名を入力していない場合は、「Volume Details」ダイアログ
ボックスでもう一度入力する機会が得られます。以前にボリューム名を入力した
場合、それをここで変更することはできますが、その名前全体を削除することは
できません。

7

8
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注 –ボリューム名を付けるかはオプションです。ボリュームに名前を付けな
かった場合、Oracle System Assistantは名前のないボリュームを作成します。さら
に、「Created Volumes」表の「Details」ボタンをクリックしていつでもボ
リューム名を変更できますが、ボリューム名をいったん割り当てたあとで削除す
ることはできません。

c. 「Set As Bootable」ボックスにチェックマークを付けます。

d. 「Save & Close」をクリックします。

「Set Volume For Boot」確認ダイアログが表示されます。

「OK」をクリックします。

「RAID Configuration」画面が表示され、そのRAIDボリュームが現在のブートデバ
イスとして表示されます。

9

Oracle System Assistantを使用した RAIDの構成
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作成されたボリュームをグローバルホットスペアとして指定する場合は、次の手順
を実行します。それ以外の場合は、手順 11に進みます。

a. 「Details/Actions」列で「Details」ボタンをクリックします。

「Disk Details」ダイアログボックスが表示されます。

b. 「Set as Hot Spare」ボックスにチェックを入れます。

注 – Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAでは最大 256個のホットスペアを作成
できます。

c. 「Save」をクリックします。

「Disk Details」ダイアログボックスが閉じます。

ボリュームを削除する場合は、そのボリュームを選択してから「Delete Volume」ボ
タンをクリックします。

これでRAID構成タスクが完了します。

次のいずれかを実行します。

■ ほかの任意のOracle System Assistantタスクを選択するには、左側のパネルメ
ニューで対応するボタンをクリックします。たとえば、RAIDの構成後であれ
ば、「Install OS」タスクを選択してオペレーティングシステムのインストールを
実行することをお勧めします。

■ Oracle System Assistantの「System Overview」画面に戻るには、左側のメニューパ
ネルで「System Information」をクリックします。

■ Oracle System Assistantを終了するには、「Exit」をクリックします。

■ 101ページの「オペレーティングシステムおよびドライバの設定」

10

11

12
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BIOS RAID構成ユーティリティーを使用したRAIDの構成
Oracle System Assistantを使用できない場合は、HBAファームウェアに組み込まれて
いる BIOS RAID構成ユーティリティーを使用できます。RAIDを構成する手順
は、サーバーに搭載されているHBAのタイプに応じて異なります。

これらのユーティリティーの使用方法については、次のセクションを参照してくだ
さい。

■ 90ページの「Sun Storage 6 Gb SAS PCIe内蔵HBAでの BIOSを使用したRAIDの構
成」

■ 92ページの「Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAでの BIOSを使用したRAID
の構成」

関連項目

■ 77ページの「ドライブ構成オプション」
■ 79ページの「Oracle System Assistantを使用したRAIDの構成」

Sun Storage 6 Gb SAS PCIe内蔵HBAでのBIOSを使
用したRAIDの構成
BIOS RAID構成ユーティリティーは、UEFI BIOSブートモードまたはレガシー BIOS
ブートモードに設定したサーバーでのRAID構成をサポートします。ブートモードご
とに異なるユーティリティーが用意されています。

注 –オペレーティングシステムや仮想マシンソフトウェアの中には、レガシーBIOS
ブートモードしかサポートしないものもあります。UEFI BIOSブートモードをサ
ポートしているオペレーティングシステムのリストについては、22ページの「UEFI
BIOS」を参照してください。

■ 90ページの「UEFI BIOSブートモードでのRAIDの構成」
■ 91ページの「レガシー BIOSブートモードでのRAIDの構成」

▼ UEFI BIOSブートモードでのRAIDの構成
サーバーの電源を入れるか、サーバーをリセットします。
たとえば、サーバーをリセットするには、次の手順を実行します。

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースから「Host Management」>「Power Control」を
選択し、次に「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

1
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■ Oracle ILOM CLIで「reset /System」と入力します

BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリティーにア
クセスします。

しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

右矢印キーを使用して「Advanced」メニューに移動します。
「Advanced」メニューが表示されます。

上矢印キーと下矢印キーを使用して、「LSI SAS2 MPT Controller」メニューオプション
に移動して、Enterキーを押します。

BIOS構成ユーティリティーを使用して、サーバー上にRAIDを構成します。
BIOS構成ユーティリティーを使用してUEFI BIOSブートモードでRAIDを構成する
方法の手順については、『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe内蔵HBA設置ガイド (HBAモデ
ル SGX-SAS6-INT-Zおよび SG-SAS6-INT-Z対応)』(http://docs.oracle.com/cd/
E19337-01/index.html)の、x86/64システムでブート可能ドライブを作成するための
手順を参照してください。

■ 101ページの「オペレーティングシステムおよびドライバの設定」

▼ レガシーBIOSブートモードでのRAIDの構成
サーバーの電源を入れるか、サーバーをリセットします。

たとえば、サーバーをリセットするには、次の手順を実行します。

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

2

3

4

5

次の手順

1
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■ Oracle ILOM Webインタフェースから「Host Management」>「Power Control」を
選択し、次に「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで「reset /System」と入力します

BIOS画面が表示されます。

ブートプロセス中に、システム内の、検出された SASアダプタと、検出されたHBA
に接続されているデバイスに関する情報がBIOSの初期化バナーに一覧表示されま
す。

「Press Ctrl-C to start LSI Corp Configuration Utility...」というプロンプトが表
示されたら、すぐにCtrl+Cキーを押して LSI Corp Config Utilityにアクセスします。

「LSI Corp Config Utility」メニューが表示されます。

LSI Corp Config Utilityを使用して、サーバー上にRAIDを構成します。

BIOS構成ユーティリティーを使用してレガシー BIOSブートモードでRAIDを構成す
る方法については、『Sun Storage 6 Gb SAS PCIe内蔵HBA設置ガイド (HBAモデル
SGX-SAS6-INT-Zおよび SG-SAS6-INT-Z対応)』(http://docs.oracle.com/cd/
E19337-01/index.html)で、x86/64システムでのブート可能ドライブの作成手順を参
照してください。

■ 101ページの「オペレーティングシステムおよびドライバの設定」

Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAでのBIOS
を使用したRAIDの構成
BIOS RAID構成ユーティリティーは、UEFI BIOSブートモードとレガシー BIOS
ブートモードに設定したサーバーでのRAID構成をサポートします。ブートモードご
とに異なるユーティリティーが用意されています。

2

3

4

次の手順

Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBAでの BIOSを使用した RAIDの構成

Sun Server X4-4設置ガイド • 2014年 4月92

http://docs.oracle.com/cd/E19337-01/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19337-01/index.html


注 –オペレーティングシステムや仮想マシンソフトウェアの中には、レガシーBIOS
ブートモードしかサポートしないものもあります。UEFI BIOSブートモードをサ
ポートしていないオペレーティングシステムおよび仮想マシンソフトウェアのリス
トについては、22ページの「UEFI BIOS」を参照してください。

■ 93ページの「UEFI BIOSブートモードでのRAIDの構成」
■ 97ページの「レガシー BIOSブートモードでのRAIDの構成」

▼ UEFI BIOSブートモードでのRAIDの構成
サーバーの電源を入れるか、サーバーをリセットします。

たとえば、サーバーをリセットするには、次の手順を実行します。

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースから「Host Management」>「Power Control」を
選択し、次に「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで「reset /System」と入力します

BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリティーにア
クセスします。

しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

右矢印キーを使用して「Advanced」メニューに移動します。

「Advanced」メニューが表示されます。

1

2

3
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上矢印キーと下矢印キーを使用して、「LSI MegaRAID Configuration Utility」メ
ニューオプションに移動して、Enterキーを押します。

「LSI MegaRAID Configuration Utility」メニューが表示されます。

上矢印キーと下矢印キーを使用して、「Virtual Drive Management」オプションを選択
し、Enterキーを押します。

「Virtual Drive Management」メニュー画面が表示されます。

4

5
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上矢印キーと下矢印キーを使用して、「Create Configuration」オプションを選択
し、Enterキーを押します。

「Create Configuration」メニュー画面が表示されます。

上矢印キーと下矢印キーを使用して、「Select RAID Level」オプションを選択
し、Enterキーを押します。

「Select RAID Level」ダイアログボックスが表示されます。

6

7
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上矢印キーと下矢印キーを使用して、目的のRAIDレベルを選択し、Enterキーを押し
ます。

「Create Configuration」メニュー画面が表示されます。

上矢印キーと下矢印キーを使用して、「Select Drives」オプションを選択し、Enter
キーを押します。

「Drive Selection」画面が表示されます。

8

9
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「Drive Selection」画面で、メディアタイプ、インタフェースタイプ、RAID構成に含
めるドライブを選択し、「Apply Changes」オプションを選択して、Enterキーを押し
ます。

RAIDの「Configuration Confirmation」画面が表示されます。

「OK」を選択し、Enterキーを押して、RAIDの確認を承諾します。

これでRAIDの構成が完了します。

■ 101ページの「オペレーティングシステムおよびドライバの設定」

▼ レガシーBIOSブートモードでのRAIDの構成
BIOS RAID構成ユーティリティーはHBAファームウェアにあります。この手順
は、次のいずれかに該当する場合に使用します。

■ 特定のOSインストール先ハードドライブ上にRAIDを構成する場合
で、サーバーにOracle System Assistantが組み込まれていないか、使用しない場
合。

■ オペレーティングシステムをインストールする予定のストレージドライブを使用
して、RAIDボリュームレベル 5、6、50、60を作成する場合。

注 – Oracle System Assistantは、SGX-SAS6-R-INT-Z HBAに関しては、RAID
0、1、10しかサポートしていません。

■ RAIDボリュームを作成しないが、OSをインストールする目的のハードドライブ
が初期化されていない場合。

10

11

次の手順

始める前に
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1つ以上のRAIDボリューム (仮想ドライブ)を作成します。

次の場所にあるMegaRAID SASソフトウェアのユーザーズガイドで、WebBIOS構成
ユーティリティーを使用したストレージ構成の作成手順を参照してください。

http://www.lsi.com/sep/Pages/oracle/sg_x_sas6-r-rem-z.aspx

注 – MegaRAID SASソフトウェアのユーザーズガイドには、仮想ドライブをブート可
能にするための手順は記載されていません。ドライブをブート可能にするには、仮
想ドライブを作成したあとで、このセクションの次の手順に進んでください。

仮想ドライブをブート可能にし、まず電源を投入するか、サーバーをリセットしま
す。

たとえば、サーバーをリセットするには、次の手順を実行します。

■ ローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースから「Host Management」>「Power Control」を
選択し、次に「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで「reset /System」と入力します

BIOS画面が表示されます。

1

2
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「Press Ctrl><H> for WebBIOS...」というプロンプトが表示されたら、すぐに Ctrl+H
キーを押して LSI MegaRAIDユーティリティーにアクセスします。

「Adapter Selection」画面が表示されます。

3
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「Adapter Selection」画面で「Start」をクリックします。

LSI MegaRAID BIOS Configユーティリティーの「Virtual Configuration」画面が表示さ
れます。

4
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「Virtual Drives」をクリックします。

「Virtual Drives」画面が表示されます。

ブート可能にする仮想ドライブを選択します。

「Set Boot Drive」をクリックし、「Go」をクリックします。

このタスクの実行方法の詳細は、LSIのMegaRAID SASソフトウェアのユーザーズガ
イド (http://www.lsi.com/sep/Pages/oracle/sg_x_sas6-r-rem-z.aspx)を参照してく
ださい。

オペレーティングシステムおよびドライバの設定
インストール済みのオペレーティングシステム (OS)を構成したり、サーバーでサ
ポートされているOSをインストールしたりできます。次の表に、OSのインス
トールと構成に関する情報の入手方法を示します。

5

6

7
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実行するタスク 参照ドキュメント

出荷時にインストール済みのOSを構成する ■ 103ページの「インストール済みOracle
Solaris OSの構成」

■ 111ページの「インストール済みのOracle
Linux OSの構成」

■ 117ページの「インストール済みのOracle
VMソフトウェアの構成」

サポートされているOSをインストールし、ド
ライバを更新する

■ 『Sun Server X4-4 Oracle Solarisオペ
レーティングシステムインストールガイ
ド』

■ 『Sun Server X4-4 Linuxオペレーティングシ
ステムインストールガイド』

■ 『Sun Server X4-4 Oracle VMインストールガ
イド』

■ 『Sun Server X4-4 Microsoft Windowsオペ
レーティングシステムインストールガイ
ド』

■ 『Sun Server X4-4 VMware ESXiインストール
ガイド』
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インストール済みOracle Solaris OSの構成

初期リリースでは、Sun Server X4-4には、サーバーにインストール済みのOracle
Solaris 11.1.xオペレーティングシステム (OS)イメージのオプションがあります。この
オプションを購入した場合は、インストール済みソフトウェアを構成することでイ
ンストールを終了します。インストール済みのOSイメージには、使用している
サーバーモデルに必要なドライバがすべて組み込まれています。

注 –インストール済みOracle Solaris OSのサポートされるバージョンに関する最新情
報については、http://www.oracle.com/goto/X4-4/docsにある『Sun Server X4-4プロ
ダクトノート』を参照してください。

次のセクションに示す手順を表示されている順番どおりに実行してください。

手順 タスク リンク

1 使用しているサーバー環境の構成ワーク
シートに記入します。

103ページの「Oracle Solaris OSの構成
ワークシート」

2 インストール済みのOracle Solaris OSを構
成します。

107ページの「インストール済みのOracle
Solarisオペレーティングシステムを構成す
る」

3 Oracle Solaris OSのドキュメントで、Oracle
Solaris OSの登録、更新、使用についての
情報を確認します。

109ページの「Oracle Solarisオペ
レーティングシステムのドキュメント」

Oracle Solaris OSの構成ワークシート
インストール済みのOracle Solarisオペレーティングシステムの構成を開始する前
に、該当するRAID構成の制限事項を確認してください。次に、Oracle Solaris構成の
ワークシートを完成させます。

オペレーティングシステムを構成する前に、次の表の構成ワークシートを使用し
て、必要な情報を収集します。使用するシステムのアプリケーションに当てはまる
情報のみを収集する必要があります。
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インストールのための情報 説明または例 回答:デフォルト (*)

言語 OSで使用可能な言語のリストから選択しま
す。

英語*

ロケール 使用可能なロケールのリストから地理的地域
を選択します。

端末 使用可能な端末タイプのリストから、使用し
ている端末のタイプを選択します。

ネットワーク接続 システムがネットワークに接続されているか
どうか。

■ ネットワークに接続されている
■ ネットワークに接続されていない*

DHCP システムで動的ホスト構成プロトコル (DHCP)
を使用してネットワークインタフェースを設
定できるかどうか。

■ はい
■ いいえ*

DHCPを使用しない場
合は、ネットワークア
ドレスを入力します。

IPアドレス

DHCPを使用しない場合は、システムの IPア
ドレスを入力します。

例: 192.168.100.1

サブネット DHCPを使用しない場合、システムはサブ
ネットの一部かどうか。

そうである場合、サブネットのネットマスク
は何か。

例: 255.255.255.0

255.255.0.0*

IPv6 このマシンで Ipv6を有効にするかどうか。 ■ はい
■ いいえ*

ホスト名 システムのホスト名を選択します。

Kerberos このマシンでKerberosセキュリティーを構成
しますか?

■ はい
■ いいえ*

「はい」の場合、この情報を収集します。

デフォルトレルム:

管理サーバー:

第 1 KDC:

(オプション)追加のKDC:

Oracle Solaris OSの構成ワークシート
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インストールのための情報 説明または例 回答:デフォルト (*)

ネームサービス ネームサービス

該当する場合は、このシステムで使うネーム
サービスを入力してください。

■ NIS+
■ NIS
■ DNS
■ LDAP
■ なし*

ドメイン名 システムが所属するドメインの名前を入力し
ます。

DNSまたはNIS

NIS+およびNIS NIS+またはNISを選択した場合、ネーム
サーバーを指定しますか、それともインス
トールプログラムに検索させますか。

NISを選択した場合:
■ NISドメインを指定する、または
■ NISサーバーを指定するか検索するかを指
定する。

■ 指定する
■ 検索する*

DNS DNSを選択した場合、DNSサーバーの IPアド
レスを入力します。少なくとも 1つ以上の IP
アドレスを入力する必要があります。最大で
3つのアドレスを入力できます。

また、DNSクエリーを行う際に検索するDNS
ドメインのリストを入力することもできま
す。

検索ドメイン:

検索ドメイン:

検索ドメイン:

LDAP LDAPを選択した場合、LDAPプロファイルに
関する情報を入力します。

プロファイル名:

プロファイルサーバー:

LDAPプロファイルにプロキシ認証レベルを
指定する場合、次の情報を収集します。

プロキシバインド識別名:

プロキシバインドパスワード:
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インストールのための情報 説明または例 回答:デフォルト (*)

デフォルトルート デフォルトのルート IPアドレスを指定します
か、それともOSインストールプログラムに検
索させますか。

デフォルトルートは、2つの物理ネット
ワーク間でトラフィックを転送するブリッジ
を提供します。IPアドレスは、ネットワーク
上の各ホストを識別する一意の数字です。

次の選択肢があります。
■ IPアドレスを指定できます。指定された

IPアドレスを使用し
て、/etc/defaultrouterファイルが作成さ
れます。システムのリブート時に、指定
した IPアドレスがデフォルトのルートに
なります。

■ OSインストールプログラムに IPアドレス
を検出させることができます。ただ
し、その場合は、システムがルーターの
あるサブネット上にあり、その
ルーターがルーター検索用のイン
ターネット制御メッセージプロトコル
(ICMP)を使用して自身を通知している必
要があります。コマンド行インタ
フェースを使用する場合、システムの
ブート時にソフトウェアが IPアドレスを
検出します。

■ ルーターを使用していないか、現時点で
はソフトウェアに IPアドレスを検出させ
たくない場合には、「None」を選択でき
ます。ソフトウェアは、リブート時に IP
アドレスを自動的に検出しようとしま
す。

■ 指定する
■ 検出する
■ なし*

タイムゾーン デフォルトのタイムゾーンを指定する方法。 ■ 地理的地域*
■ GMからの時差
■ タイムゾーンファイル

rootパスワード システムの rootパスワードを選択します。
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▼ インストール済みのOracle Solarisオペレーティン
グシステムを構成する
103ページの「Oracle Solaris OSの構成ワークシート」を完成したら、次の手順に
従って、インストール済みのOracle Solarisオペレーティングシステムを構成しま
す。

Oracle ILOMにログインしていない場合は、シリアル接続を介してローカルにログイ
ンするか、または Ethernet接続を介してリモートからログインします。
51ページの「Oracle ILOMへの接続」を参照してください。

次の方法で、サーバーの電源を入れるか、サーバーをリセットします。

■ サーバーの電源を入れるには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースのナビゲーションツリーで、「System
Information」>「Summary」を選択します。次に、「Actions」パネル
で、「Power State」の横にある「Turn On」ボタンをクリックします。

■ Oracle ILOM CLIで、プロンプトから次のコマンドを入力します。
-> start /System

プロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。

Are you sure you want to start /System (y/n)? y

Starting /System

■ サーバーをリセットするには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースから、ナビゲーションツリーで「Host
Management」>「Power Control」を選択します。次に、「Select Action」リスト
ボックスから「Reset」を選択して、「Save」をクリックします。

■ Oracle ILOM CLIで、プロンプトから次のコマンドを入力します。
-> reset /System

プロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。

Are you sure you want to reset /System (y/n)? y

Performing hard reset on /System

サーバーがブートプロセスを開始します。

リモートコンソールを起動します。

■ Oracle ILOM CLIのCLIプロンプトで、次のコマンドを入力します。
-> start /HOST/console

1
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Are you sure you want to start /HOST/console (y/n)? y

Serial console started.

■ Oracle ILOM Webインタフェースのナビゲーションツリーで、「Remote
Control」>「Redirection」を選択します。次に、「Launch Remote Console」ボタン
をクリックして、ビデオコンソールのリダイレクトを起動します。

サーバーのブート後に、「GRUB」メニューが表示されます。例 (インストール済み
のバージョンは異なる場合があります):
GNU GRUB Version 1.99 ,5.11.0.175.1.0.0.24.2

Oracle Solaris 11.1 - Serial Port ttya

Oracle Solaris 11.1 - Graphics Adapter

注 –「GRUB」メニューが表示されたら、5秒以内に選択してください。

「GRUB」メニューで、次のいずれかを実行します。

■ Oracle ILOM CLIを使用している場合は、上下の矢印キーを使用して「Serial Port
(ttya)」オプションを選択し、Enterを押します。

■ Oracle ILOMリモートコンソールプラス (または直接ビデオポート接続)を使用して
いる場合は、上下の矢印キーを使用して、「Graphics Adapter」オプションを選択
し、Enterを押します。

注 –選択を行わないと、デフォルトで「Serial Port (ttya)」が使用されます。つま
り、残りのOS構成プロセスでは、システムが、ビデオポートではなくシリアル
ポートに出力を送信します。

注 –必要に応じて、「GRUB」メニューで、eと入力してブート前にコマンドを編集
するか、cと入力してコマンド行を開始できます。

Oracle Solarisインストーラの画面に表示されるプロンプトに従ってオペレーティング
システムを構成します。

103ページの「Oracle Solaris OSの構成ワークシート」で収集した情報を使用し、プロ
ンプトに従って、システムおよびネットワークの情報を入力します。

表示される画面は、ネットワーク情報をサーバーに割り当てるために選択した方法
(DHCPまたは静的 IPアドレス)によって異なります。

システム構成情報を入力すると、サーバーのブートプロセスが完了し、Oracle Solaris
ログインプロンプトが表示されます。
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更新や登録を含むOracle Solaris OSの使用については、109ページの「Oracle Solarisオ
ペレーティングシステムのドキュメント」を参照してください。

Oracle Solarisオペレーティングシステムのドキュメント
Oracle Solarisオペレーティングシステムのドキュメントは、Oracleドキュメントの
Webサイトで入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/solaris-11-192991.html

参照

Oracle Solarisオペレーティングシステムのドキュメント
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インストール済みのOracle Linux OSの構
成

初期リリースでは、Sun Server X4-4には、サーバーにインストール済みのOracle
Linux 6.xオペレーティングシステム (OS)イメージのオプションがあります。このオ
プションを購入した場合は、インストール済みソフトウェアを構成することでイン
ストールを終了します。インストール済みのOSイメージには、使用している
サーバーモデルに必要なドライバがすべて組み込まれています。

注 –インストール済みOracle Linux OSのサポートされるバージョンに関する最新情報
については、http://www.oracle.com/goto/X4-4/docsにある『Sun Server X4-4プロダ
クトノート』を参照してください。

次のセクションに示す手順を表示されている順番どおりに実行してください。

手順 タスク リンク

1 使用しているサーバー環境のOracle Linux
構成ワークシートに記入します。

111ページの「Oracle Linux構成ワーク
シート」

2 インストール済みのOracle Linux OSを構成
します。

112ページの「インストール済みのOracle
Linux OSを構成する」

3 Oracle Linux 6のドキュメントで、Oracle
Linux OSの登録、更新、使用についての情
報を確認します。

115ページの「Oracle Linuxオペレーティン
グシステムのドキュメント」

Oracle Linux構成ワークシート
次の情報を収集し、構成プロセスを開始するための準備を整えます。自分の組織と
ネットワーク環境に当てはまる情報のみを収集する必要があります。

必要なインストール情報 説明 回答

Oracle Linuxの root
パスワード

使用する rootパスワードを選択して出荷時デ
フォルトのパスワードを置き換えます。文字およ
び長さに制限はありません。
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必要なインストール情報 説明 回答

ネットワークインタ
フェース

ネットワークに接続するサーバー (eth#)のインタ
フェースを選択します。(Linuxを稼働させた
ら、ifconfig -aコマンドを使用してサーバーの
ネットワークポートを識別しやすくできます。)

ネットワーク構成
(DHCPを使用しな
い場合)

サーバーの IPアドレスを入力します。

例: 172.16.9.1

サーバーがサブネットの一部である場合は、サブ
ネットのネットマスクを入力します。

例: 255.255.0.0

サーバーにゲートウェイを介してアクセスする場
合は、ゲートウェイの IPアドレスを入力します。

ドメイン名サーバー (DNS)の IPアドレスを入力し
ます。(ちょうど) 1つのDNSが必要です。

関連項目

■ 112ページの「インストール済みのOracle Linux OSを構成する」

▼ インストール済みのOracle Linux OSを構成する
これらの手順では、サーバーにインストール済みのOracle Linuxを構成する方法につ
いて説明します。

サーバーのOracle ILOMにログインしていない場合は、直接シリアル接続からローカ
ルでログインするか、Ethernet接続からリモートでログインします。

51ページの「Oracle ILOMへの接続」を参照してください。

次のようにして、サーバーの電源を投入するか、サーバーを再起動します。

■ サーバーの電源を投入するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を
クリックし、メニューで「Power On」をクリックします。

■ Oracle ILOM CLIで、次のように入力します。

-> start /System

1
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プロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。
Are you sure you want to start /SYS (y/n)? y

Starting /System

■ サーバーを再起動するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を
クリックし、メニューから「Reset」を選択します。

■ ILOM CLIで、次のように入力します。
-> reset /System

プロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。
Are you sure you want to reset /System (y/n)? y

Performing hard reset on /System

サーバーがホストのブートプロセスを開始します。

Oracle ILOMで、次のいずれかの方法を使用してホストコンソールを起動します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Remote Control」>「Launch Remote
Console」をクリックします。

■ Oracle ILOM CLIで、次のように入力します。
-> start /HOST/console

プロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。
Are you sure you want to start /HOST/console (y/n)? y

Serial console started.

サーバーのブート後に、「GRUB」メニューが表示されます。例 (インストール済み
のバージョンは異なる場合があります):

GNU GRUB version 0.97 (612K lower / 2082932K upper memory)

+--------------------------------------------------------------------------------+

Oracle Linux Server Unbreakable Enterprise Kernel (3.8.13-16.2.1.el6uek.x86_64)

Oracle Linux Server Red Hat Compatible Kernel (2.6.32-431.el6.x86_64)

+--------------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, ’a’ to modify the kernel arguments

before booting, or ’c’ for a command-line.

The highlighted entry will be booted automatically in 5 seconds.
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注 –「GRUB」メニューが表示されたら、5秒以内に選択してください。

「GRUB」メニューで、上下の矢印キーを使用してインストールオプションを選択し
てから、Enterを押します。
次のオプションがあります。

■ Unbreakable Enterprise Kernel
■ Red Hat互換カーネル

注 – Oracleでは、すべてのエンタープライズアプリケーションで、Oracle Linux
サーバーとUnbreakable Enterprise Kernelを使用することをお勧めします。

インストールオプションを選択すると、Linuxが起動します。完了すると、Linuxシス
テムのログインが表示されます。

例:
Oracle Linux Server release 6.5

Kernel 3.8.13-16.2.1.el6uek.x86_64 on an x86_64

systemname login:

初回ログインの場合は、rootアカウントと出荷時デフォルトのパスワード (root)を
使用します。

ログイン後に、標準の Linuxツールを使用してサーバーの構成を完了します。次のタ
スクが含まれます。

■ セキュリティーのため、rootの出荷時デフォルトのパスワードを変更します。
■ ネットワークのサーバーを構成します (DHCPを使用しない場合)。111ページ
の「Oracle Linux構成ワークシート」を参照してください。

■ 必要に応じて、インターネットアクセス用のプロキシを構成します。
■ サーバーを登録し更新します。115ページの「Oracle Linuxオペレーティングシス
テムのドキュメント」を参照してください。

■ 目的のパッケージをインストールします。

構成が完了したら、次のいずれかの方法を使用してコンソールセッションを終了し
ます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで「Remote Console」ウィンドウを閉じて、Oracle
ILOMからログアウトします。

■ Oracle ILOM CLIで、Escキーのあとに「(」キー (Shift + 9)を押してシリアルリダイレ
クトセッションを終了し、Oracle ILOMからログアウトします。
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更新や登録を含むOracle Linux OSの使用については、115ページの「Oracle Linuxオペ
レーティングシステムのドキュメント」を参照してください。

Oracle Linuxオペレーティングシステムのドキュメント
Oracle Linux 6オペレーティングシステムのドキュメントは、Oracleドキュメントの
Webサイトで入手できます。

http://docs.oracle.com/cd/E37670_01/index.html

参照

Oracle Linuxオペレーティングシステムのドキュメント
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インストール済みのOracle VMソフト
ウェアの構成

初期リリースでは、Sun Server X4-4には、サーバーにインストール済みのOracle VM
Server 3.2xソフトウェアイメージのオプションがあります。このオプションを購入し
た場合は、インストール済みソフトウェアを構成することでインストールを終了し
ます。このインストール済みソフトウェアイメージには、サーバーモジュールに必
要なすべてのドライバが含まれています。

注 –インストール済みOracle VMのサポートされているバージョンに関する最新情報
については、http://www.oracle.com/goto/X4-4/docsにある『Sun Server X4-4プロダ
クトノート』を参照してください。

次のセクションに示す手順を表示されている順番どおりに実行してください。

手順 タスク リンク

1 Oracle VMソフトウェアの要件を確認しま
す。

117ページの「インストール済みのOracle
VM Serverの互換性要件」

2 構成時に必要な情報を収集します。 118ページの「Oracle VM構成ワーク
シート」

3 インストール済みのOracle VMソフト
ウェアを構成します。

119ページの「インストール済みOracle
VM Serverを構成する」

4 Oracle VMのドキュメントで、Oracle VM
の登録、更新、使用についての情報を確認
します。

122ページの「Oracle VMのドキュメン
ト」

インストール済みのOracle VM Serverの互換性要件
システムにインストール済みのOracle VM Serverソフトウェアを使用する場合
は、Oracle VMインフラストラクチャーの管理に使用するOracle VM Managerの
バージョンと互換性があることを確認する必要があります。互換性を確保する必要
がある場合は、使用しているOracle VM ServerまたはOracle VM Managerをアップグ
レードして、両者のバージョンを一致させてください。
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Oracle VMソフトウェアのアップグレードについては、Oracle VMインストールおよ
びアップグレードガイドを参照してください。Oracle VMのドキュメントは次のWeb
サイトで入手できます。http://www.oracle.com/technetwork/documentation/

vm-096300.html

Oracle VM構成ワークシート
Oracle VM Serverの構成を開始する前に、このセクションのワークシートを使用して
必要な情報を収集してください。

構成用の情報 説明または例 回答

Oracle VM Serverの rootアカウ
ントのパスワード

rootパスワードを選択しま
す。文字および長さに制限はあ
りません。

Oracle VMエージェントのパス
ワード

Oracle VMエージェントのパス
ワードを選択します。パス
ワードは 6文字以上である必要
があります。

ネットワークインタフェース サーバーの管理に使用するイン
タフェース (eth#)を入力しま
す。

静的 IPアドレス サーバーの IPアドレスを入力
します。静的 IPアドレスは必
須です。

例: 192.0.2.0

ネットマスク サーバーがサブネットの一部で
ある場合は、サブネットの
ネットマスクを入力します。

例: 255.255.0.0

ゲートウェイ サーバーにゲートウェイ経由で
アクセスする場合は、ゲート
ウェイの IPアドレスを指定し
ます。

DNSサーバー ドメイン名サーバー (DNS)の IP
アドレスを入力しま
す。(ちょうど) 1つのDNSが必
要です。
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構成用の情報 説明または例 回答

ホスト名 サーバーの完全修飾ドメイン名
を指定します。

例: xxx.oracle.com

▼ インストール済みOracle VM Serverを構成する
これらの手順では、サーバーにインストール済みのOracle VM Serverを構成する方法
についてのみ説明します。Oracle VMには、Oracle VM Managerなど、別のコン
ポーネントもあり、仮想マシン環境をサポートするには、これらのコンポーネント
がインストールされているか、すでに稼働している必要があります。

Oracle ILOMにログインしていない場合は、ローカルでシリアル接続からログインす
るか、またはリモートで Ethernet接続を使用してログインします。
51ページの「Oracle ILOMへの接続」を参照してください。

次の方法で、サーバーの電源を入れるか、サーバーをリセットします。

■ サーバーの電源を入れるには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースのナビゲーションツリーで、「System
Information」>「Summary」を選択します。次に、「Actions」パネル
で、「Power State」の横にある「Turn On」ボタンをクリックします。

■ Oracle ILOM CLIで、プロンプトから次のコマンドを入力します。
-> start /System

プロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。

Are you sure you want to start /System (y/n)? y

Starting /System

■ サーバーをリセットするには、次のいずれかの方法を使用します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースから、ナビゲーションツリーで「Host
Management」>「Power Control」を選択します。次に、「Select Action」リスト
ボックスから「Reset」を選択して、「Save」をクリックします。

■ Oracle ILOM CLIで、プロンプトから次のコマンドを入力します。
-> reset /System

プロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。

Are you sure you want to reset /System (y/n)? y

Performing hard reset on /System

1
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サーバーがブートプロセスを開始します。

Oracle ILOMで、次のいずれかの方法を使用してホストコンソールを起動します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Remote Control」>「Launch Remote
Console」をクリックします。

■ Oracle ILOM CLIで、次のように入力します。

-> start /HOST/console

プロンプトが表示されたら、「y」と入力して確定します。

Are you sure you want to start /HOST/console (y/n)? y

Serial console started.

サーバーのブート後に、「GRUB」メニューが表示されます。例 (インストール済み
のバージョンは異なる場合があります):

GNU GRUB version 0.97 (612K lower / 2082932K upper memory)

+--------------------------------------------------------------------------------+

Oracle VM Server-ovs (xen-4.1.3 2.6.39-300.32.6.el5uek)

Oracle VM Server-ovs serial console (xen-4.1.3 2.6.39-300.32.6.el5uek)

+--------------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, ’a’ to modify the kernel arguments

before booting, or ’c’ for a command-line.

The highlighted entry will be booted automatically in 5 seconds.

注 –「GRUB」メニューが表示されたら、5秒以内に選択してください。

「GRUB」メニューで、次のいずれかを実行します。

■ Oracle ILOM CLIを使用している場合は、上下の矢印キーを使用してシリアルコン
ソールオプションを選択し、Enterを押します。

■ Oracle ILOMリモートコンソールプラス (または直接ビデオポート接続)を使用して
いる場合は、上下の矢印キーを使用して、「シリアルコンソール」を指定しない
オプションを選択し、Enterを押します。

3
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注 –選択を行わないと、デフォルトでシリアルコンソールが使用されます。つま
り、残りのOS構成プロセスでは、システムが、ビデオポートではなくシリアル
ポートに出力を送信します。

注 –必要に応じて、「GRUB」メニューで、eと入力してブート前にコマンドを編集
するか、cと入力してコマンド行を開始できます。

プロンプトが表示されたら、rootパスワードと Oracle VM Agentパスワードを入力し
ます。
例:
Starting OVM console server: [ OK ]

Starting OVM ovmwatch services: [ OK ]

Starting ovs-agent: [ OK ]

Starting ovs-agent services: [ OK ]

Configuring Oracle VM... [ OK ]

Enter new root password:

Confirm password:

Enter new Oracle VM Agent password:

Confirm password:

Configuring network.

注 – rootおよび Oracle VM Agentのパスワードの入力を求めるプロンプトは、Oracle
VM Serverを最初にブートしたときだけ表示されます。

プロンプトに従ってオンボードのネットワークインタフェースコントローラ (NIC)を
選択し、ネットワークに関するほかの必須情報を構成および入力します。
This tool is used to select the NIC used by the OVM Manager.

You can exit at any time by pressing CTRL-C.

Here’s the list of current available network interfaces.

eth0 eth1 eth2 eth3

Please select interface(s) to be used for OVM management.

These interfaces will be configured for redundancy.

eth1

すべての構成内容が正しければ、プロンプトが表示されたときに「Y」と入力
し、Enterを押して設定を保存します。
すべての設定を入力して保存すると、システムがOracle VM Serverコンソール
セッションをロードします。例:
|Oracle VM Server 3.2.X Console [Alt-F2 for login console] |

|--------------------------------------------------------------|
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|Local hostname : lynxp-ovm.us.oracle.com |

|Manager UUID : 0004fb0000010000a060c639d1075957 |

|Hostname : None |

|Server IP : None |

|Server Pool : None |

|Clustered : No |

|Server Pool Virtual IP : None |

|Cluster state : Offline |

|Master Server : No |

|Cluster type : None |

|Cluster storage : None |

| |

| |

|OVS Agent : Running |

|VMs running : 0 |

|System memory : 4087 |

|Free memory : 2439 |

|Uptime : 0 days, 4 hours, 33 minutes |

これで、インストール済みOracle VM Serverの構成が完了します。

更新や登録を含むOracle VMの使用については、122ページの「Oracle VMのド
キュメント」を参照してください。

Oracle VMのドキュメント
Oracle VMの使用の詳細な情報については、次で入手できるOracle VMドキュメント
を参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/vm-096300.html

参照

Oracle VMのドキュメント
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サーバーファームウェアとソフトウェア
の入手

このセクションでは、サーバーのファームウェアとソフトウェアにアクセスするた
めのオプションについて説明します。

説明 リンク

サーバーファームウェアとソフトウェアの更新
について学びます。

123ページの「ファームウェアとソフトウェア
の更新」

ファームウェアとソフトウエアへのアクセスオ
プションについて学びます。

124ページの「ファームウェアとソフトウェア
へのアクセスオプション」

使用可能なファームウェアとソフトウエア
パッケージを確認します。

124ページの「入手可能なソフトウェアリ
リースパッケージ」

Oracle System Assistant、My Oracle Support、また
は物理メディアのリクエストにより、ファーム
ウェアおよびソフトウェアパッケージにアクセ
スします。

126ページの「ファームウェアとソフトウェア
へのアクセス」

ファームウェアとソフトウェアの更新をインス
トールします。

130ページの「更新のインストール」

ファームウェアとソフトウェアの更新
サーバー用のハードウェアドライバやツールなどのファームウェアおよびソフト
ウェアは、定期的に更新されます。これらは、ソフトウェアリリースとして入手可
能になります。ソフトウェアリリースは、サーバー用の使用可能なファーム
ウェア、ハードウェアドライバ、ユーティリティーをすべて含んだ一連のダウン
ロード (パッチ)です。これらはすべてまとめてテストされています。ダウンロード
に含まれるReadMeドキュメントには、以前のソフトウェアリリースからの変更点お
よび変更されていない点が説明されています。

サーバーのファームウェアとソフトウェアは、ソフトウェアリリースが入手可能に
なりしだい、更新してください。ソフトウェアリリースにはしばしばバグの修正が
含まれるため、更新により、サーバーソフトウェアと、最新のサーバーファーム
ウェアおよびほかのコンポーネントのファームウェアとソフトウェアとの互換性が
保証されます。

123



ダウンロードパッケージ内のReadMeファイルには、ダウンロードパッケージ内の更
新されたファイル、および現在のリリースで修正されたバグに関する情報が含まれ
ます。プロダクトノートには、サポートされるサーバーソフトウェアのバージョン
に関する情報も含まれます。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
次のオプションのいずれかを使用して、使用するサーバー用の最新ファームウェア
およびソフトウェアセットを入手します。

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、出荷時にインストールされて
いる、Oracleサーバー用の新しいオプションであり、サーバーのファームウェア
およびソフトウェアを簡単にダウンロードおよびインストールできるようにしま
す。

Oracle System Assistantの使用の詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管
理ガイド (http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』を参照してくださ
い。

■ My Oracle Support -すべてのシステムファームウェアおよびソフトウェアは、My
Oracle Support Webサイトから入手できます。
My Oracle Support Webサイトで入手可能なものの詳細については、http://

support.oracle.comを参照してください。

My Oracle Supportからソフトウェアリリースをダウンロードする方法は、126
ページの「My Oracle Supportを使用してファームウェアとソフトウェアをダウン
ロードする」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) - My Oracle Supportから入手可能なダウン
ロード (パッチ)を含むDVDをリクエストできます。
詳細は、127ページの「物理メディアのリクエスト」を参照してください。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportでは、ダウンロードは製品ファミリ、製品、およびバージョン別に
グループ分けされています。バージョンには 1つ以上のダウンロード (パッチ)が含
まれます。

サーバーとブレードの場合、パターンは似ています。この製品はサーバーで
す。サーバーごとにリリースセットが含まれます。これらのリリースは、実際のソ
フトウェア製品リリースではなく、サーバーの更新リリースのことです。これらの
更新はソフトウェアリリースと呼ばれ、まとめてテスト済みの複数のダウンロード
で構成されます。各ダウンロードには、ファームウェア、ドライバ、または
ユーティリティーが含まれます。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
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次の表に示すように、My Oracle Supportには、このサーバーファミリ向けの同じダウ
ンロードタイプのセットが含まれます。これらも、物理メディアのリクエスト
(PMR)を行なって依頼できます。Oracle System Assistantを使用しても、同じファーム
ウェアおよびソフトウェアをダウンロードできます。

パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロードするタ
イミング

Sun Server X4-4 SW version –
Firmware Pack

Oracle ILOM、BIOS、およびオ
プションカードファームウェア
を含む、すべてのシステム
ファームウェア。

最新のファームウェアが必要な
とき。

Sun Server X4-4 SW version – OS
Pack

OS Packは、サポートされてい
るオペレーティングシステムの
バージョンごとに入手できま
す。各OS Packには、そのOS
バージョン用のツール、ドライ
バ、およびユーティリティーの
パッケージすべてが含まれま
す。

ソフトウェアには、Oracle
Hardware Management Packおよ
び LSI MegaRAIDソフトウェア
が含まれます。

Windows OSの場合、このOS
Packには Intel Network Teaming
and Install Packも含まれます。

OS固有のドライ
バ、ツール、またはユーティリ
ティーを更新する必要があると
き。

Sun Server X4-4 SW version – All
Packs

ファームウェアパック、すべて
のOSパック、およびすべての
ドキュメントが含まれていま
す。

このパックには、Oracle VTSや
Oracle System Assistantイメージ
は含まれません。

システムファームウェアとOS
固有のソフトウェアの組み合わ
せを更新する必要があるとき。

Sun Server X4-4 SW version –
Diagnostics

Oracle VTS診断イメージ。 Oracle VTS診断イメージが必要
なとき。

Sun Server X4-4 SW version –
Oracle System Assistant

Oracle System Assistant回復およ
び ISO更新イメージ。

Oracle System Assistantを手動で
回復および更新する必要がある
とき。

各ダウンロードは zipファイルで、ReadMeファイル、およびファームウェアやソフ
トウェアファイルを含むサブディレクトリセットが格納されています。ReadMe

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
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ファイルには、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントおよ
び修正されたバグの詳細が記載されています。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセス
このセクションでは、ソフトウェアリリースファイルのダウンロードまたはリクエ
ストの手順を説明します。

Oracle System Assistantを使用して、最新のソフトウェアリリースを簡単にダウン
ロードして使用できます。詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイ
ド (http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』を参照してください。

更新されたファームウェアおよびソフトウェアを入手する方法は、ほかにもMy
Oracle Supportを使用する方法と、物理メディアをリクエストする方法の 2つがあり
ます。参照先:

■ 126ページの「My Oracle Supportを使用してファームウェアとソフトウェアをダウ
ンロードする」

■ 127ページの「物理メディアのリクエスト」

▼ My Oracle Supportを使用してファームウェアとソフトウェアをダ
ウンロードする

次のWebサイトへ移動します: http://support.oracle.com

My Oracle Supportにサインインします。

ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (拡張)」をクリックします。
画面に検索フィールドが表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。

あるいは、製品名 (たとえば、Sun Server X4-4)の全体または一部を、一致するものが
表示されるまで入力します。

「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

「検索」をクリックします。

ダウンロードできるパッチが一覧表示されます。

1

2

3

4

5

6

7
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入手可能なダウンロードの説明については、124ページの「入手可能なソフトウェア
リリースパッケージ」を参照してください。

ダウンロードするパッチを選択するには、そのパッチをクリックします (Shiftキーを
使用すると、複数のパッチを選択できます)。
ポップアップアクションパネルが表示されます。ポップアップパネルには、「計画
に追加」および「ダウンロード」オプションを含め、いくつかのアクションオプ
ションがあります。「計画に追加」オプションの詳細は、関連するドロップダウン
ボタンをクリックして、「なぜ計画を使用するのですか。」を選択してください。

パッチをダウンロードするには、ポップアップアクションパネルの「ダウン
ロード」をクリックします。
「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスが表示されます。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスで、パッチの zipファイルをク
リックします。
パッチファイルがダウンロードされます。

物理メディアのリクエスト
手続き上、Oracle Webサイトからダウンロードできない場合は、物理メディアのリ
クエスト (PMR)によって最新のソフトウェアリリースを入手できます。

物理メディアのリクエストを行うための大まかなタスクに従ってください。

■ 127ページの「物理メディアのリクエストのための情報の収集」
■ 128ページの「物理メディアのリクエスト (オンライン)」
■ 129ページの「物理メディアのリクエスト (電話)」

物理メディアのリクエストのための情報の収集
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契約
が必要です。

PMRを実行する前に、次の情報を収集します。

■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必須パッチを入手しま
す。最新のソフトウェアリリースおよびリクエストしているダウンロード
パッケージ (パッチ)の名前を知っていると、リクエストを実行しやすくなりま
す。
■ My Oracle Supportにアクセスできる場合 - 126ページの「My Oracle Supportを使
用してファームウェアとソフトウェアをダウンロードする」の手順に
従って、最新のソフトウェアリリースを確認し、入手可能なダウンロード

8

9

10

物理メディアのリクエストのための情報の収集
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(パッチ)を表示します。パッチのリストを表示したあと、ダウンロード手順を
続行しない場合は「パッチ検索結果」ページからほかのページに移動できま
す。

■ My Oracle Supportにアクセスできない場合 - 124ページの「入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ」にある情報を使って、目的のパッケージを判断し
てから、最新のソフトウェアリリース用のこれらのパッケージをリクエストし
てください。

■ 出荷情報を手元に用意します。リクエストの際に、連絡先、電話番号、電子
メールアドレス、会社名、および出荷先住所を入力する必要があります。

関連項目

■ 128ページの「物理メディアのリクエスト (オンライン)」
■ 129ページの「物理メディアのリクエスト (電話)」

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
次のWebサイトにアクセスします: http://support.oracle.com。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの右上隅にある「問合せ先」リンクをクリックします。

「リクエストの説明」セクションに、次の情報を入力します。

a. 「リクエスト・カテゴリ」ドロップダウンメニューで、次を選択します。
ソフトウェアおよびOSメディアリクエスト

b. 「リクエスト・サマリー」フィールドに、「Sun Server X4-4 の最新ソフト
ウェアリリースの PMR」と入力します。

「リクエスト詳細」セクションで、次の表に示されている質問に回答します。

質問 回答

物理ソフトウェアメディアの送付リクエストで
すか ?

はい

どの製品ラインに関係するメディアのリクエス
トですか ?

Sun製品

パッチのダウンロードに必要なパスワードの確
認ですか ?

いいえ

1

2

3

4

5
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質問 回答

CD/DVDでのパッチのリクエストですか ? はい

パッチをCDやDVDでリクエストする場
合、パッチの番号、OSとプラットフォームをお
知らせください。

希望するソフトウェアリリースのダウンロード
ごとに、パッチ番号を入力してください。

物理メディア送付をリクエストしている製品の
名前とバージョンをリストしてください。

製品名: Sun Server X4-4

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号

リクエストするメディアのOSとプラット
フォームをお知らせください。

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システム
ファームウェアのみをリクエストする場合
は、「汎用」と入力します。

メディアに言語は必要ですか。 いいえ

出荷先担当者の連絡先、電話番号、電子メールアドレス、会社名、および出荷先住
所の情報を入力します。

「次へ」をクリックします。

「ファイルのアップロード」の「関連ファイル」画面で「次へ」をクリックしま
す。
情報を指定する必要はありません。

「関連ナレッジ」画面で、リクエストに該当するナレッジ記事を確認します。

「送信」をクリックします。

■ 127ページの「物理メディアのリクエストのための情報の収集」
■ 129ページの「物理メディアのリクエスト (電話)」

▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
次のOracle Global Customer Support Contacts Directoryにある該当する番号を使用し
て、Oracleサポートに電話をかけます。
http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html

Sun Server X4-4の物理メディアのリクエスト (PMR)を行いたい旨をOracleサポートに
伝えます。

■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースおよびパッチ番号の情報にア
クセスできる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

6

7

8

9

10
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■ ソフトウェアのリリース情報にアクセスできない場合は、Sun Server X4-4の最新
のソフトウェアリリースをリクエストします。

■ 127ページの「物理メディアのリクエストのための情報の収集」
■ 128ページの「物理メディアのリクエスト (オンライン)」

更新のインストール
次のセクションでは、ファームウェアとソフトウェアの更新のインストールに関す
る情報を提供します。

■ 130ページの「ファームウェアのインストール」
■ 131ページの「ハードウェアドライバとOSツールのインストール」

ファームウェアのインストール

更新されたファームウェアは、次のいずれかの方法でインストールできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center - Ops Center Enterprise Controllerでは、Oracle
から自動的に最新のファームウェアをダウンロードするか、Enterprise Controller
内にファームウェアを手動でロードできます。どちらの場合も、Ops Centerで
ファームウェアを 1つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシにイ
ンストールできます。

詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant - Oracle System Assistantは、最新のファームウェアをOracle
からダウンロードしてインストールできます。

詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド (http://
www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』を参照してください。

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用すると、システム内部のファームウェアを更新できま
す。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmpでOracle Hardware
Management Packドキュメントライブラリを参照してください。

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMおよび BIOSファームウェアは、Oracle ILOM Webイン
タフェースまたはコマンド行インタフェースを使用して更新可能な唯一の
ファームウェアです。

詳細は、http://www.oracle.com/goto/ILOM/docsでOracle Lights Out Manager
(ILOM)ドキュメントライブラリのサポートされているバージョンのドキュメント
を参照してください。

参照

更新のインストール

Sun Server X4-4設置ガイド • 2014年 4月130

http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.html
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp
http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs


ハードウェアドライバとOSツールのインストール

Oracle Hardware Management Packなどの、更新されたハードウェアドライバおよびオ
ペレーティングシステム (OS)関連のツールは、次のいずれかを使用してインス
トールできます。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center
詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant
詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイド (http://
www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)』を参照してください。

■ JumpStart、KickStart、サードパーティーのツールなどの、その他の配備メカニズ
ム。

詳細は、オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

更新のインストール
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システム電源の制御と BIOSメッセージ
の表示

このセクションでは、システム電源を制御し、BIOSメッセージを表示する方法につ
いて説明します。次の表に示すトピックが含まれています。

説明 リンク

サーバーの電源を投入し、BIOSメッセージを表
示します。

133ページの「サーバーの電源投入と BIOS
メッセージの表示」

エラーが発生したらサーバーの電源を切断しま
す。

■ 137ページの「サーバーの電源切断による正
常停止」

■ 140ページの「サーバーの電源切断による即
時停止」

サーバーをリセットします。 142ページの「サーバーのリセット」

サーバーの電源投入とBIOSメッセージの表示
サーバーに主電源を投入し、BIOSメッセージを表示するには、次のいずれかのセク
ションの手順を実行します。

■ 133ページの「電源ボタンを使用したサーバーの電源投入」
■ 134ページの「Oracle ILOM CLIを使用したサーバーの電源投入」
■ 135ページの「Oracle ILOMのWebインタフェースを使用したサーバーの電源投
入」

■ 135ページの「BIOSメッセージの表示」

▼ 電源ボタンを使用したサーバーの電源投入
主電源を投入する前に、電源コードが接続されていて、サーバーがスタンバイ電源
モードになっている必要があります。48ページの「電源コードの接続」を参照して
ください。

始める前に
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SPインジケータ [3]が常時点灯状態かどうかを確認することで、システムの電源投入
の準備ができていることを確認します。

吹き出し
番号 説明

1 電源/OK LED

2 電源ボタン

3 SP OK/障害 LED

主電源ボタン [2]を押します。

サーバーがブートプロセスに入ると、電源OKインジケータ [1]が点滅します。

135ページの「BIOSメッセージの表示」

▼ Oracle ILOM CLIを使用したサーバーの電源投入
管理者アカウントを使用して、Oracle ILOMのコマンド行インタフェース (CLI)にログ
インします。

Oracle ILOMに正常にログインしたことを示すデフォルトのコマンドプロンプト (->)
が表示されます。

CLIプロンプトで次のコマンドを入力します。

-> start /System

サーバーに主電源モードが適用されます。

135ページの「BIOSメッセージの表示」

1

2

次の手順

1

2

次の手順

サーバーの電源投入と BIOSメッセージの表示
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▼ Oracle ILOMのWebインタフェースを使用した
サーバーの電源投入

管理者アカウントを使用して、Oracle ILOMのWebインタフェースにログインしま
す。

Oracle ILOM Webインタフェースの「System Information」>「Summary」ページが表
示されます。

「Summary」ページの「Actions」ボックスで、「Turn On」ボタンをクリックしま
す。

サーバーに主電源が投入されます。すぐに power state Offインジケータが緑色で点
灯し、「Turn On」ボタンが「Turn Off」ボタンに変わります。

135ページの「BIOSメッセージの表示」

▼ BIOSメッセージの表示
BIOS起動メッセージは、KVMを使用してサーバーで、またはOracle ILOMリモート
コンソールプラス機能を使用してリモートで表示できます。

システムの電源を入れると、最初のBIOS画面が表示されます。

この画面は、BIOSとサーバーに関する情報を提供します。この時点で、CPUやメモ
リーなどの内蔵リソースがスキャンされ、トレーニングが実行されます。進行状況
は、チェックポイントのステータスコードとともに、画面下部に表示されます。こ
のプロセスの間にリセットが発生する可能性もあります。ステータスコード情報に
ついては、『サービスマニュアル』を参照してください。

1

2

次の手順

始める前に

1

サーバーの電源投入と BIOSメッセージの表示
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注 –完了までの時間は、取り付けられているCPUとメモリーリソースの量によって
異なります。

初期リソースチェックが行われたあと、BIOSスプラッシュ画面が表示されま
す。ユーティリティーホットキーがリストされ、システムのPower On Self Test (POST)
が行われます。

利用可能な場合は、BIOS設定プログラムにアクセスするためのホットキー、オプ
ションROMユーティリティー (HBAとネットワークカード)、一時ブートデバイスの
選択メニュー (BBSポップアップ)、およびOracle System Assistantが表示されま
す。POSTコードは画面の右下に表示されます。

注 –ブートモードがUEFIの場合、これらのオプションのいくつかはBIOS設定
ユーティリティーでのみ使用可能です。

2

サーバーの電源投入と BIOSメッセージの表示
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POSTが完了すると、システムは、デフォルトのブートデバイス、または「BBS
Popup」メニューから選択した一時ブートデバイスのいずれかから、ブートを試みま
す。可能な場合は、オペレーティングシステムがロードされます。

システムが使用できる状態になります。

サーバーの電源切断による正常停止
サーバーを正常に停止するには、次のいずれかのセクションの手順を実行しま
す。これらの手順を実行すると、ACPI対応のOSでは、オペレーティングシステム
が正常に停止されます。ACPI対応のオペレーティングシステムが動作していない
サーバーは、即時に停止してスタンバイ電源モードになります。

注 –サーバーの電源を完全に切断するには、サーバーのバックパネルから電源コード
を引き抜く必要があります。

■ 138ページの「電源ボタンを使用した正常な停止」
■ 138ページの「Oracle ILOM CLIを使用した正常な停止」
■ 139ページの「Oracle ILOM Webインタフェースを使用した正常な停止」

3

サーバーの電源切断による正常停止
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▼ 電源ボタンを使用した正常な停止

フロントパネルにある電源ボタン [1]を押してすぐに放します。

ACPI (Advanced Configuration and Power Interface)が有効なオペレーティングシステム
では、これで適切な順序でのシャットダウンが実行されます。ACPIが有効なオペ
レーティングシステムを実行していないサーバーの場合は、即時にスタンバイ電源
モードに移行して停止します。

吹き出し
番号 説明

1 電源ボタン

主電源が停止すると、システムはスタンバイモードになります。スタンバイ電源
モードではOKインジケータが点滅します。

サーバーの電源をスタンバイ電源モードから完全に切断するには、電源コードを
サーバーから引き抜きます。

サーバーは完全に停止します。

■ 13ページの「フロントパネルの機能」
■ 138ページの「Oracle ILOM CLIを使用した正常な停止」
■ 139ページの「Oracle ILOM Webインタフェースを使用した正常な停止」
■ 140ページの「電源ボタンを使用した即時停止」

▼ Oracle ILOM CLIを使用した正常な停止
管理者アカウントを使用して、Oracle ILOMのコマンド行インタフェース (CLI)にログ
インします。

Oracle ILOMに正常にログインしたことを示すデフォルトのコマンドプロンプト (->)
が表示されます。

1

2

参照

1

サーバーの電源切断による正常停止

Sun Server X4-4設置ガイド • 2014年 4月138



CLIプロンプトで次のコマンドを入力します。
-> stop /System

サーバーが正常な停止を実行して、スタンバイ電源モードに移行します。

サーバーの電源をスタンバイ電源モードから完全に切断するには、電源コードを
サーバーから引き抜きます。

サーバーは完全に停止します。

■ 138ページの「電源ボタンを使用した正常な停止」
■ 139ページの「Oracle ILOM Webインタフェースを使用した正常な停止」

▼ Oracle ILOM Webインタフェースを使用した正常な
停止

管理者アカウントを使用して、Oracle ILOMのWebインタフェースにログインしま
す。

Oracle ILOM Webインタフェースの「System Information」>「Summary」ページが表
示されます。

左側のペインで、「Host Management」>「Power Control」をクリックし、「Select
Action」リストボックスから「Graceful Shutdown and Power Off」を選択します。

「Save」、「OK」の順にクリックします。
ホストサーバーが正常な停止を実行して、スタンバイ電源モードに移行します。

サーバーの電源をスタンバイ電源モードから完全に切断するには、電源コードを
サーバーから引き抜きます。

サーバーは完全に停止します。

■ 138ページの「電源ボタンを使用した正常な停止」
■ 138ページの「Oracle ILOM CLIを使用した正常な停止」

2

3

参照

1

2

3

4

参照
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サーバーの電源切断による即時停止
サーバーを即時停止するには、次のいずれかのセクションの手順を実行します。

注意 –データ損失の可能性があります。即時停止方法を実行すると、サーバー上の保
存されていないデータが失われます。

注 –サーバーの電源を完全に切断するには、サーバーのバックパネルから電源コード
を引き抜く必要があります。

■ 140ページの「電源ボタンを使用した即時停止」
■ 141ページの「Oracle ILOM CLIを使用した即時停止」
■ 141ページの「Oracle ILOM Webインタフェースを使用した即時停止」

▼ 電源ボタンを使用した即時停止

主電源が切れるまで、電源ボタンを押し続けます。

電源ボタンを数秒間押し続ける必要があります。サーバーが停止して、スタンバイ
電源モードに移行します。スタンバイ電源モードではOKインジケータが点滅しま
す。

吹き出し
番号 説明

1 電源ボタン

サーバーの電源をスタンバイ電源モードから完全に切断するには、電源コードを
サーバーから引き抜きます。

サーバーは完全に停止します。

1

2

サーバーの電源切断による即時停止
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■ 141ページの「Oracle ILOM CLIを使用した即時停止」
■ 141ページの「Oracle ILOM Webインタフェースを使用した即時停止」

▼ Oracle ILOM CLIを使用した即時停止
管理者アカウントを使用して、Oracle ILOMのコマンド行インタフェース (CLI)にログ
インします。
Oracle ILOMに正常にログインしたことを示すデフォルトのコマンドプロンプト (->)
が表示されます。

CLIプロンプトで次のコマンドを入力します。
-> stop -f /System

サーバーが即時に停止して、スタンバイ電源モードに移行します。

サーバーの電源をスタンバイ電源モードから完全に切断するには、電源コードを
サーバーから引き抜きます。
サーバーは完全に停止します。

■ 140ページの「電源ボタンを使用した即時停止」
■ 141ページの「Oracle ILOM Webインタフェースを使用した即時停止」

▼ Oracle ILOM Webインタフェースを使用した即時停
止

管理者アカウントを使用して、Oracle ILOMのWebインタフェースにログインしま
す。
Oracle ILOM Webインタフェースの「System Information」>「Summary」ページが表
示されます。

左側のペインで、「Host Management」>「Power Control」をクリックし、「Select
Action」リストボックスから「Immediate Power Off」を選択します。

「Save」、「OK」の順にクリックします。
サーバーが即時に停止して、スタンバイ電源モードに移行します。

サーバーの電源をスタンバイ電源モードから完全に切断するには、電源コードを
サーバーから引き抜きます。
サーバーは完全に停止します。

参照

1

2

3

参照

1

2

3

4
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■ 140ページの「電源ボタンを使用した即時停止」
■ 141ページの「Oracle ILOM CLIを使用した即時停止」

サーバーのリセット
次のいずれかのセクションの手順に従ってサーバーをリセットします。

注意 –データ損失の可能性があります。サーバーをリセットすると、サーバー上の保
存されていないデータが失われます。

■ 142ページの「Oracle ILOM CLIを使用したサーバーのリセット」
■ 142ページの「Oracle ILOM Webインタフェースを使用したサーバーのリセット」

▼ Oracle ILOM CLIを使用したサーバーのリセット
管理者アカウントを使用して、Oracle ILOMのコマンド行インタフェース (CLI)にログ
インします。

Oracle ILOMに正常にログインしたことを示すデフォルトのコマンドプロンプト (->)
が表示されます。

CLIプロンプトで次のコマンドを入力します。
-> reset /System

サーバーがリセットされます。

■ 142ページの「Oracle ILOM Webインタフェースを使用したサーバーのリセット」

▼ Oracle ILOM Webインタフェースを使用した
サーバーのリセット

管理者アカウントを使用して、Oracle ILOMのWebインタフェースにログインしま
す。

Oracle ILOM Webインタフェースの「System Information」>「Summary」ページが表
示されます。

左側のペインで、「Host Management」>「Power Control」をクリックし、「Select
Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

参照

1

2

参照

1

2

サーバーのリセット
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「Save」、「OK」の順にクリックします。
ホストサーバーがリセットされます。

■ 142ページの「Oracle ILOM CLIを使用したサーバーのリセット」

3

参照

サーバーのリセット
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インストールの問題のトラブル
シューティング

このセクションでは、サーバーでの設置の問題のトラブルシューティングに役立つ
情報を提供します。

説明 リンク

トラブルシューティングおよび診断の参考情報
について学習します。

145ページの「トラブルシューティングおよび診
断の参考」

サーバーの情報を記録してから保守部門に連絡
します。

146ページの「技術サポート情報ワークシート」

システムのシリアル番号の場所を確認してから
保守部門に連絡します。

146ページの「サーバーのシリアル番号の確認」

トラブルシューティングおよび診断の参考
Sun Server X4-4サービスマニュアルには、トラブルシューティングの問題についての
製品固有の情報が記載されています。『Sun Server X4-4サービスマニュアル』の「ト
ラブルシューティングと診断」を参照してください。

『Oracle x86サーバー診断ガイド』(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)
には、Oracle's x86サーバー用に使用できるさまざまなツールについての情報が記載
されています。

ナレッジ記事、ホワイトペーパー、製品アップデートは、Oracleサポートポータル
から入手できます。

http://support.oracle.com
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技術サポート情報ワークシート
トラブルシューティング情報を使用しても問題を解決できない場合は、次の表を使
用して、サポート担当者に伝える必要がある情報を収集してください。

必要なシステム構成情報 お客様の情報

サービス契約番号

システムモデル

オペレーティングシステム

システムのシリアル番号

システムに接続されている周辺装置

お客様の電子メールアドレスと電話番号、およ
び代理の連絡先

システムの設置場所の住所

スーパーユーザーのパスワード

問題の概要と、問題が発生したときに実行した
操作内容

IPアドレス

サーバー名 (システムのホスト名)

ネットワークまたはインターネットのドメイン
名

プロキシサーバー構成

サーバーのシリアル番号の確認
システムの保守を依頼するときに、使用しているサーバーのシリアル番号が必要に
なることがあります。あとで使用するときのために、この番号を記録しておいてく
ださい。次のいずれかの方法を使用して、サーバーのシリアル番号を確認します。

■ サーバーのフロントパネルで、ベゼルの左下を見てサーバーのシリアル番号を確
認します。

■ サーバーのパッケージに付属している黄色いCustomer Information Sheet (CIS)を確
認します。このシートにシリアル番号が記載されています。

■ Oracle ILOMから次のようにします。
■ Webインタフェースを使用してログインし、「Summary」ページを表示しま
す。

技術サポート情報ワークシート
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■ CLIを使用してログインし、次のコマンドを入力します。
show /SYS

サーバーのシリアル番号の確認
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サービスプロセッサ,「SP」を参照

し
システムステータスインジケータ
バックパネル, 15
フロントパネル, 13

システムの機能, 16
出荷梱包箱の内容, 28
準備
ストレージドライブ

BIOSユーティリティーの使用, 90
Oracle System Assistant, 79

仕様
環境
設置ガイド, 26

システムがサポートする機能のリスト, 16
電気
設置ガイド, 26

物理
設置ガイド, 25

シリアル接続, Oracle ILOMへのログイン, 53–54
シリアルヌルモデムケーブル,接続, 47–48
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OSインストールの準備, 77
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準備

BIOSユーティリティーの使用, 90
Oracle System Assistant, 79
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構成部品, 34–36
動作の確認 (設置ガイド), 45

せ
静電気防止用リストストラップ, 29
静電放電 (ESD), 29
設置タスクの概要, 11–12

そ
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更新をインストールする, 130
最新の入手, 123–131
物理メディアの入手, 127

ソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportを使用してダウンロードす
る, 126–127

Oracle Enterprise Manager Ops Centerを使用して
ダウンロードする, 130

Oracle System Assistantを使用してダウンロード
する, 130

ち
注意事項, 29

て
電気仕様,設置ガイド, 26
電源OKインジケータ,フロントパネル, 13
電源コネクタ, 15
電源装置OKインジケータ,バックパネル, 15
電源装置故障インジケータ
バックパネル, 15
フロントパネル, 13

電源入力コネクタ,接続, 47–48
転倒防止バー, 37–40

は
バックパネル,システムインジケータ、接続とコ
ンポーネント, 15

ひ
ビデオポート
接続, 47–48
バックパネル, 15
フロントパネル, 13
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